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台
湾
に
お
け
る
通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
制
定

第
二
章　

二
〇
一
四
年
改
正

第
三
章　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
改
正
草
案

第
四
章　

我
が
国
へ
の
示
唆

は
じ
め
に

中
華
民
国
（
台
湾
）
憲
法
第
一
二
条
は
、
人
民
は
秘
密
通
信
の
自
由
を
有
す
る
旨
定
め
て
い
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
郵
便
・
電
話
・

電
子
郵
便
な
ど
の
通
信
手
段
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
は
相
互
に
意
見
や
デ
ー
タ
を
伝
達
す
る
こ
と
が
出
来
、
表
現
の

自
由
・
思
想
の
自
由
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
通
信
が
秘
密
裡
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
人
々
の
私
生
活
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー



二
八

が
保
護
さ
れ
る
。
か
か
る
通
信
の
秘
密
が
保
護
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
通
信
内
容
以
外
に
、
通
信
の
存
在
、
手
紙
の
差
出
人
・
受
取

人
、
住
所
、
遣
り
取
り
の
回
数
、
日
時
な
ど
を
含
み
、
ⅰ 

公
権
力
か
ら
通
信
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
な
い
と
い
う
点
と 

ⅱ 

通
信
に

従
事
す
る
業
者
は
職
務
上
知
り
得
た
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
二
点
が
保
障
さ
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
る（

（
（

。

従
っ
て
、
国
家
権
力
が
当
事
者
の
同
意
を
得
な
い
儘
に
秘
密
通
信
を
監
視（

（
（

す
る
こ
と
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
領
域
を
侵
害
す
る

だ
け
で
な
く
、
言
論
の
自
由
市
場
の
形
成
（
自
由
な
言
論
は
、
秘
密
裡
の
通
信
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
通
信
が
監
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
懸
念
が
あ
る
と
、
意
見
や
思
想
の
表
明
に
萎
縮
的
効
果
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
）
や
更
に
電
信
事
業
者
の
営
業
活
動
の
自
由
な
ど
を
も
侵
害
し

か
ね
な
い
（
電
信
事
業
者
は
通
信
監
視
に
際
し
て
協
力
義
務
を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
該
事
業
者
の
顧
客
と
の
秘
密
情
報
管
理
に
関
す

る
信
頼
を
毀
損
し
た
り
、
正
常
な
営
業
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
費
用
負
担
を
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
事
業
者
の
営
業
活
動
の
自
由
に
抵

触
す
る
可
能
性
が
あ
る
）。
か
か
る
事
情
か
ら
、
ま
ず
は
、
通
信
監
視
（
傍
受
・
盗
聴
）
が
憲
法
が
保
障
す
る
秘
密
通
信
の
自
由
に
違
反
す
る

か
が
大
き
な
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
通
信
監
視
の
内
、
電
話
線
な
ど
を
盗
聴
・
傍
受
す
る
場
合
（w

iretapping

）
は

直
截
的
に
秘
密
通
信
の
自
由
に
干
渉
し
、
従
っ
て
中
華
民
国
憲
法
第
一
二
条
を
侵
害
し
得
る
。
次
に
、
例
え
ば
、
対
象
者
の
室
内
に
盗
聴

器
を
密
か
に
仕
掛
け
て
会
話
の
内
容
を
聴
取
し
よ
う
と
す
る
場
合
（eavesdropping,bugging

）
に
は
、
対
象
者
の
安
寧
な
居
住
空
間
を

侵
す
点
で
、
ま
ず
は
憲
法
第
一
〇
条
の
居
住
の
自
由
・
住
居
権
の
保
障
を
侵
害
し
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
九
六
七
年
のK

atz v. U
nited 

States, 389 U
.S. 347 

に
お
い
て
、
合
衆
国
修
正
憲
法
第
四
条
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
を
も
保
護
し
て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
連
邦
最
高
裁
が
判
示
し
た
点
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
（
中
華
民
国
憲
法
第
二
二
条
［（
憲
法
で
明
文
で
認
め
ら
れ
て

い
る
自
由
・
権
利
以
外
の
）
そ
の
他
の
人
民
の
自
由
・
権
利
は
、
社
会
秩
序
・
公
共
の
利
益
を
害
さ
な
い
限
り
、
均
し
く
憲
法
の
保
障
を
受
け
る
旨
定
め



二
九

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

る
］
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
）
を
も
侵
害
し
得
る
。
こ
の
よ
う
に
、
重
大
犯
罪
の
手
掛
か
り
を
見
出
す
た
め
に
通
信
の
監
視
は
必
要

な
場
合
が
あ
り
、
重
要
な
捜
査
手
段
の
一
つ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
上
記
の
よ
う
に
、
秘
密
通
信
の
自
由
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
そ
の
他
の

人
権
の
侵
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
面
も
あ
る
た
め
、
そ
の
発
動
が
濫
用
さ
れ
ぬ
よ
う
に
歯
止
め
を
掛
け
る
必
要
性
も
高
い
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
と
同
様
に
、
大
陸
法
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
ア
メ
リ
カ
法
を
も
採
り
入
れ
て
い
る

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
を
巡
る
議
論
動
向
に
つ
い
て
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
を
主
た
る
素
材
と
し
て
考
察
を
行
い
た
い
。
ま
ず
第
一

章
に
お
い
て
台
湾
に
お
け
る
通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
制
定
経
緯
と
二
〇
〇
七
年
法
改
正
に
つ
い
て
素
描
す
る
。
次
に
、
第
二
章
に
お
い

て
今
回
の
二
〇
一
四
年
改
正
法
の
内
容
と
主
要
論
点
に
つ
い
て
概
観
し
、
検
討
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
は
、
二
〇
一
四
年
改
正

法
に
疑
義
を
唱
え
て
提
出
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
一
〇
月
改
正
草
案
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
最
後
に
、
第
四
章
に
お
い
て
、
か
か
る
経
緯
で

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
台
湾
の
議
論
動
向
が
我
が
国
の
通
信
傍
受
を
巡
る
法
改
正
の
議
論
に
如
何
な
る
示
唆
を
与
え
得
る
か
に
つ
い

て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

第
一
章　

台
湾
に
お
け
る
通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
制
定（

（
（

第
一
節　

一
九
九
九
年
以
前

一
　
一
九
九
七
年
四
月
に
台
湾
世
論
を
騒
然
と
さ
せ
た
、
白
暁
燕
が
誘
拐
・
殺
害
さ
れ
た
事
件（

（
（

に
お
い
て
、
警
察
隊
が
犯
人
の
ア
ジ
ト
を

急
襲
し
、
犯
人
の
グ
ル
ー
プ
の
内
数
名
を
逮
捕
し
た
が
、
主
犯
格
三
名
が
逃
走
し
た
た
め
、
警
察
は
犯
人
の
電
話
で
の
会
話
に
対
し
て
盗



三
〇

聴
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
捜
査
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
の
評
価
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
大
き

く
侵
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
盗
聴
を
規
制
す
る
国
内
法
制
が
未
整
備
で
あ
る
と
い
う
点
も
議
論
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
盗
聴
・
通
信
監
視
を
巡
っ
て
従
前
よ
り
台
湾
国
内
で
論
議
さ
れ
て
い
た
内
容
の
縮
図
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。
即
ち
、
通
信
科
学
技
術
が
日
進
月
歩
の
勢
い
で
進
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
・
知
識
の
交
流
が
便
利
に
な
る
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
犯
罪
関
連
デ
ー
タ
の
伝
達
に
際
し
て
か
か
る
発
達
し
た
通
信
技
術
が
悪
用
さ
れ
得
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
に

対
抗
す
る
た
め
に
捜
査
機
関
が
通
信
監
視
を
実
施
し
、
犯
罪
の
手
掛
か
り
・
証
拠
を
発
見
・
収
集
し
、
被
疑
者
等
を
追
及
す
る
こ
と
が
捜

査
手
段
と
し
て
極
め
て
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
方
、
通
信
監
視
を
認
め
る
こ
と
は
権
力
者
に
よ
る
反
動
テ
ロ
の
可
能
性

を
惹
起
す
る
可
能
性
も
あ
り（

（
（

、
検
察
官
・
警
察
官
に
よ
る
職
権
濫
用
に
よ
る
盗
聴
行
為
も
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
、
通
信
監
視
が
国
民

の
通
信
の
秘
密
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
大
き
く
侵
害
す
る
こ
と
に
は
国
民
の
間
に
危
惧
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

一
九
九
九
年
通
信
保
障
及
び
監
察
法
制
定
以
前
は
、
実
務
上
、
通
信
監
視
（
盗
聴
）
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、「
検
察
機
関
が
通
信
監

察
を
実
施
す
る
場
合
に
注
意
す
べ
き
要
点
」「
国
内
犯
罪
事
案
に
通
信
監
察
を
行
う
際
の
要
点
」
等
と
い
う
行
政
命
令
の
性
質
を
有
す
る

公
文
書
に
依
拠
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
検
察
官
に
捜
索
・
差
押
に
関
す
る
強
制
処
分
権
限
を
付
与
し
て
い
る
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
そ

の
法
的
根
拠
を
求
め
て
い
た
が
、
通
信
監
視
を
実
施
し
得
る
事
案
の
範
囲
・
要
件
・
手
続
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
訳
で

は
な
く
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
修
正
憲
法
第
四
条
の
捜
索
の
射
程
は
広
い
の
で
盗
聴
・
傍
受
を
も
そ
の
範
疇
に
含
む
が
、
台
湾
な
ど
の
捜
索
・
押
収
［
差

押
］
は
要
件
・
手
続
な
ど
が
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
の
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
対
象
物
自
体
の
保
全
に
止
ま
ら
ず
に
通

話
内
容
の
把
握
・
記
録
等
を
目
的
と
し
、
対
象
被
疑
者
・
被
告
人
の
犯
罪
情
報
と
無
関
係
な
第
三
者
の
会
話
迄
対
象
範
囲
に
含
ま
れ
得
る
点
、
一
回
切
り

で
な
く
長
期
に
幾
度
に
も
亘
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
国
民
の
自
由
を
侵
害
す
る
範
囲
が
大
き
い
点
、
対
象
・
範
囲
を
明
示
し
た
令
状
を
事
前
に
提



台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

三
一

示
す
る
こ
と
は
そ
の
性
質
上
馴
染
ま
な
い
［
伝
統
的
な
捜
索
と
異
な
り
、
対
象
者
は
自
分
が
盗
聴
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
］
点
、
救
済
手
続
が

相
当
程
度
事
後
に
な
っ
て
し
ま
う
点
な
ど
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
捜
索
・
押
収
手
続
と
は
異
な
る
盗
聴
・
傍
受
を
当
然
に
含
む
か
に
つ
い
て
は
疑
義
も
呈

せ
ら
れ
て
い
た
）、
ま
た
、
通
信
監
視
の
濫
用
に
対
す
る
事
後
的
救
済
に
つ
い
て
の
法
の
手
当
が
不
充
分
で
あ
り
、
検
察
官
が
通
信
監
視
に

対
し
て
厳
格
に
審
査
・
監
督
出
来
て
は
い
な
い
と
い
っ
た
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
た
め
、
通
信
監
視
が
犯
罪
捜
査
上
必
要
で
あ
る
が
、

他
方
、
濫
用
さ
れ
た
場
合
に
国
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
弊
害
が
あ
る
点
を
も
踏
ま
え
、
立
法
を
制
定
し
て
通
信

監
視
の
要
件
・
手
続
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

三　

か
か
る
経
緯
の
も
と
、
通
信
監
視
に
つ
い
て
の
単
行
法
を
制
定
す
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
る
情
況
に
至
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
行
政

院
（
内
閣
）
は
、
司
法
実
務
上
は
刑
事
訴
訟
法
上
の
捜
索
・
差
押
関
連
規
定
に
依
拠
し
て
、
重
大
犯
罪
に
対
し
て
通
信
監
視
の
運
用
を
行
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
刑
事
訴
訟
法
上
、
通
信
監
視
の
明
文
は
な
く
、
監
視
実
施
の
た
め
の
手
続
要
件
な
ど
に
つ
き
争
い
が
生
じ
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
国
民
の
秘
密
通
信
の
自
由
と
国
家
・
社
会
等
の
法
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、

一
九
九
二
年
一
月
三
〇
日
に
立
法
院
（
立
法
府
）
に
通
信
監
察
法
草
案
の
審
議
を
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
草
案
は
、
国
内
外
の
関
連
理
論
・
資
料
を
参
照
し
、
台
湾
に
お
け
る
現
実
の
需
要
・
法
律
体
系
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
法
制
定
の
目

的
の
提
示
（
通
信
監
視
実
施
に
際
し
て
は
、
国
民
の
通
信
の
自
由
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
な
ど
の
重
要
な
権
利
・
利
益
を
侵
害
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中

華
民
国
憲
法
第
二
三
条
の
も
と
に
お
け
る
比
例
原
則
を
適
用
し
、
国
民
の
通
信
の
権
利
を
護
る
と
共
に
、
国
家
安
全
・
社
会
秩
序
の
維
持
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
通
信
監
視
の
範
囲
の
画
定
、
通
信
監
視
の
要
件
、
通
信
監
視
令
状
に
必
要
な
記
載
事
項
、
監
視
期
間
・
延

長
手
続
、
通
信
監
視
の
執
行
方
法
、
通
信
監
視
の
執
行
機
関
・
協
力
機
関
・
そ
の
権
利
義
務
、
国
民
の
懸
念
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監

視
の
透
明
化
、
執
行
機
関
に
よ
る
月
次
報
告
、
令
状
発
行
機
関
に
よ
る
検
査
責
任
・
監
督
、
通
信
監
視
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
通
信
デ
ー
タ



三
二

の
保
存
・
使
用
等
、
違
法
な
通
信
監
視
に
対
す
る
民
刑
事
責
任
・
国
家
賠
償
責
任
等
々
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
。

四　

草
案
に
対
し
て
は
、
立
法
院
に
お
い
て
司
法
委
員
会
・
国
防
委
員
会
・
交
通
委
員
会
・
内
政
及
び
民
族
委
員
会
の
四
委
員
会
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
て
相
当
の
修
正
が
施
さ
れ
た
。
草
案
の
審
議
過
程
に
お
け
る
主
要
論
点
は
、
①
（
監
視
の
客
体
・
対
象
犯
罪
の
範
囲
な
ど
）
通

信
監
視
の
対
象
範
囲
の
画
定
、
②
重
大
犯
罪
の
予
防
、
国
家
安
全
情
報
の
収
集
を
通
信
監
視
の
目
的
・
範
囲
に
含
め
る
べ
き
か
、
③
通
信

監
視
の
理
由
・
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
限
定
・
明
確
化
し
て
行
く
か
、
④
通
信
監
視
令
状
発
付
は
裁
判
官
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
か
、

⑤
緊
急
監
視
の
必
要
性
を
認
め
る
べ
き
か
、
⑥
通
信
監
視
の
執
行
を
統
一
し
て
行
く
べ
き
か
、
⑦
違
法
な
通
信
監
視
を
行
っ
た
者
に
対
す

る
科
刑
を
高
め
る
べ
き
か
─
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
、
既
に
触
れ
た
、
憲
法
の
保
障
す
る
国
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
と
通
信
監
視
の
効

能
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
如
何
に
図
っ
て
行
く
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

第
二
節　

通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
制
定

一
⑴　

通
信
保
障
及
び
監
察
法
は
一
九
九
九
年
七
月
に
制
定
公
布
さ
れ
た
。
国
民
の
秘
密
通
信
の
自
由
を
保
障
し
、（
こ
の
時
点
で
は
明
文

化
さ
れ
て
い
な
い
が
）
結
果
と
し
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
が
違
法
な
侵
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
と
共
に
国
家
安
全
の
確
保
と
社
会
秩
序

の
維
持
を
図
る
こ
と
が
本
法
制
定
の
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
（
第
一
条
）、
通
信
監
視
は
国
家
安
全
の
確
保
と
社
会
秩
序
維
持
の
必
要
性
が
な

い
場
合
に
は
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
定
め
ら
れ
た
（
第
二
条
）。
通
信
と
は
、
電
信
設
備
を
利
用
し
た
、
符
号
・
文
字
・
画
像
・
音
声
等

の
有
線
・
無
線
に
よ
る
電
信
や
郵
便
物
・
手
紙
で
あ
る
と
さ
れ
（
第
三
条
第
一
項
）、通
信
監
視
を
受
け
る
者
が
そ
の
通
信
内
容
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
乃
至
秘
密
の
合
理
的
期
待
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
第
三
条
第
二
項
）
と
さ
れ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
乃
至
秘
密
の
合
理
的
期
待
の
あ

る
通
信
が
通
信
監
察
法
の
保
護
す
べ
き
対
象
で
あ
り
、
公
開
の
場
で
の
演
説
な
ど
は
保
護
の
対
象
外
と
さ
れ
た
し
、
公
共
の
場
で
の
カ
メ



三
三

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

ラ
に
よ
る
犯
罪
行
為
の
撮
影
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
は
な
く
、
通
信
監
察
法
の
保
護
の
対
象
外
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

⑵　

そ
し
て
、
既
に
触
れ
た
点
と
重
な
る
が
、
通
信
監
視
は
、
伝
統
的
な
捜
索
に
比
べ
て
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
の
度
合

い
が
高
い
た
め
、
要
件
の
限
定
も
厳
格
に
行
わ
れ
て
お
り
、
通
信
内
容
が
当
該
捜
査
対
象
と
な
る
事
案
と
関
連
性
が
あ
る
と
い
う
相
当
理

由
、
通
信
監
視
の
対
象
を
通
信
監
察
法
第
五
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
重
罪
に
限
る
と
い
う
原
則
、
他
の
方
法
で
は
証
拠
収
集
が
不
能
乃
至

困
難
で
あ
る
と
い
う
最
後
手
段
性
（
補
充
性
）
原
則
の
充
足
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
通
信
監
察
法
第
五
条
第
一
項
）（

（
（

。
ま
た
、
通
信
監
視
の

期
間
は
個
々
に
三
〇
日
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、国
家
安
全
関
連
の
通
信
監
視
に
お
い
て
も
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
さ
れ
、

継
続
監
視
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
期
間
満
了
前
に
再
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
第
一
二
条
第
一
項
）。
更
に
、
私
人
の
住
宅
に

盗
聴
器
な
ど
監
視
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
三
条
第
一
項
但
書
）。

二　

九
九
年
法
に
お
い
て
は
、
検
察
官
が
通
信
監
視
令
状
発
付
に
責
任
を
負
い
、
実
務
的
に
は
司
法
警
察
機
関
が
通
信
監
視
の
運
用
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
最
高
検
察
庁
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
法
務
部
（
法
務
省
）
所
属
機
関
の
発
付
す
る
通
信
監
視
令
状
中
、
麻

薬
事
案
が
四
六
％
、
銃
器
事
案
が
一
九
％
な
ど
で
あ
り
、
監
視
期
間
が
相
対
的
に
長
い
事
案
と
し
て
は
麻
薬
事
案
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

ま
た
、
司
法
警
察
機
関
が
申
請
す
る
通
信
監
視
令
状
を
検
察
官
が
許
可
し
た
割
合
は
九
七
・
一
八
％
で
あ
っ
た
が
、
当
初
の
監
視
目
的
が

達
成
さ
れ
た
割
合
は
二
割
に
及
ば
す
、
監
視
終
了
後
に
、
法
に
則
っ
て
対
象
者
に
通
知
を
行
っ
た
比
率
は
四
・
四
三
％
で
あ
っ
た
と
い
う（

（
（

。

こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
通
信
監
視
の
運
用
に
つ
い
て
は
審
査
が
充
分
で
な
く
、
翻
っ
て
言
え
ば
法
制
面
で
保
護
手
続
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不

充
分
で
あ
っ
た
と
評
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
通
信
監
視
の
対
象
と
し
て
の
重
罪
列
挙
原
則
は
厳
格
に
執
行
さ
れ
て
い
る
訳

で
は
な
い
、
裁
判
官
に
よ
る
令
状
原
則
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
、
司
法
警
察
内
部
に
お
け
る
有
効
な
監
督
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
な

い
、
特
に
捜
査
に
お
い
て
検
察
官
が
職
権
に
よ
っ
て
通
信
監
視
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
出
来
る
点
が
通
信
監
視
濫
用
の
要
因
で
あ
る



三
四

等
々
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
点
に
対
し
て
、
学
説
は
、
通
信
監
視
は
強
制
処
分
で
あ
り
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
る
か
、
令

状
主
義
原
則
を
採
用
す
べ
き
と
の
主
張
が
有
力
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
通
信
監
察
法
第
五
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
令
状
の
発
付
権
限

を
検
察
官
に
付
与
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
刑
事
訴
訟
法
が
改
正
さ
れ
て
捜
索
令
状
に
令
状
主
義
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
、
通
信
監

視
が
秘
密
通
信
や
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
長
時
間
に
亘
っ
て
反
復
し
て
干
渉
し
、
且
つ
対
象
犯
罪
と
無
関
係
の
第
三
者
の
通
話
も
含
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
以
上
、
通
常
の
捜
索
・
差
押
に
比
し
て
権
利
侵
害
性
が
遥
か
に
大
き
い
点
に
照
ら
し
て
も
、
検
察
官
に
通
信
監
視
令
状
の

発
付
権
限
を
認
め
て
い
る
こ
と
の
不
合
理
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
て
い
た
と
の
見
方
も
強
ま
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

三　

か
か
る
機
運
を
背
景
に
、
二
〇
〇
五
年
、
立
法
院
に
お
い
て
、
通
信
監
視
令
状
の
決
定
権
が
裁
判
官
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る
通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
一
部
を
改
正
す
る
草
案
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
大
要
、
①
検
察
官
の
許
可
乃
至
検
察
官
の

職
権
申
請
を
経
て
、
管
轄
裁
判
所
が
通
信
監
視
令
状
を
発
付
す
る
（
改
正
第
五
条
第
二
項
）、
②
被
疑
者
等
が
他
人
の
生
命
・
身
体
に
危
害

を
及
ぼ
す
緊
急
案
件
と
認
め
る
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
く
、
検
察
官
が
執
行
機
関
に
口
頭
で
通
知
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
通
信
監
視
は
可
能
で
あ
る
が
、
二
四
時
間
以
内
に
管
轄
裁
判
所
に
報
告
し
て
通
信
監
視
令
状
を
発
付
し
て
貰
う
（
同
六
条
）
等
と

規
定
さ
れ
て
い
た
。

第
三
節　

二
〇
〇
七
年
改
正（

（
（

一　

二
〇
〇
七
年
六
月
一
五
日
、
立
法
院
は
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
、
第
一
四
条
か
ら
第

一
七
条
、
第
三
二
条
か
ら
第
三
四
条
の
改
正
を
通
過
さ
せ
、
同
七
月
一
一
日
公
布
さ
れ
た
（
施
行
は
五
ヶ
月
後
の
一
二
月
一
一
日
）。

二　

既
に
触
れ
た
通
り
、
九
九
年
通
信
保
障
及
び
監
察
法
が
、
通
信
監
視
令
状
に
つ
い
て
、
客
観
的
・
独
立
し
た
裁
判
官
に
よ
る
発
付
を



三
五

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

要
求
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
合
理
的
手
続
・
正
当
な
手
続
に
違
反
し
て
い
る
（
捜
査
段
階
で
検
察
官
が
司
法
警
察
機
関
に
令
状
を

審
査
さ
せ
た
り
、
或
い
は
職
権
で
令
状
発
付
を
許
可
す
る
こ
と
は
、
審
査
・
許
可
と
執
行
が
同
一
の
人
間
に
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
裁
判
に
疑
念
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
と
な
る
な
ど
と
評
さ
れ
る
）
と
か
憲
法
第
一
二
条
の
定
め
る
通
信
の
自
由
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
て

い
た
た
め
、
改
正
法
は
裁
判
官
に
よ
る
令
状
発
付
を
原
則
と
す
る
（
司
法
警
察
機
関
が
検
察
官
に
令
状
を
申
請
し
、
検
察
官
が
こ
れ
に
同
意
し
た

後
、
再
度
検
察
官
名
義
で
裁
判
所
に
申
請
し
、
裁
判
所
が
審
査
・
発
付
す
る
と
い
う
形
で
、
裁
判
所
に
通
信
監
視
令
状
の
審
査
・
発
付
権
限
を
渡
し
た
）

こ
と
で
、
正
当
な
手
続
に
符
合
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
と
さ
れ
る
。
法
務
部
所
轄
の
検
察
機
関
に
よ
る
通
信
監
視
の
件
数
は
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
大
半
は
麻
薬
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
国
民
の
間
で
は
依
然
白
色
テ
ロ
に
対
す
る
懸
念
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
先
進
国
家
が
令
状
主
義
を
採
用
し
て
人
権
保
障
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
点
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う（

（
（

。

三　

改
正
法
の
内
容
は
上
記
の
令
状
主
義
原
則
採
用
に
止
ま
ら
ず
、
通
信
監
視
の
各
要
件
・
事
後
的
救
済
に
も
及
ん
で
い
る
。

⑴　

即
ち
、
九
九
年
法
に
お
い
て
は
少
数
の
特
定
犯
罪
を
対
象
に
、
他
人
の
生
命
・
身
体
に
対
す
る
急
迫
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に

無
令
状
監
視
が
認
め
ら
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
改
正
法
に
お
い
て
は
、
緊
急
監
視
の
対
象
犯
罪
が
相
当
程
度
拡
大
さ
れ
た
上
に
、
他

人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
対
し
て
急
迫
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
緊
急
監
視
を
発
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。
情
況
の
急
迫
性
と
い

う
要
件
が
あ
れ
ば
令
状
要
件
が
不
要
と
さ
れ
、
ま
た
、
通
信
監
察
法
第
五
条
の
定
め
る
、
相
当
理
由
・
重
罪
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
原

則
・
補
充
性
原
則
と
い
う
実
質
要
件
も
放
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
代
わ
り
に
事
後
二
四
時
間
以
内
に
通
信
監
視
令
状
を
発
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

⑵　

通
信
監
察
法
第
二
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
は
目
的
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
侵
害
を
最
小
に
す
る
よ

う
な
適
当
な
方
法
で
行
う
べ
き
と
定
め
て
お
り
、
改
正
法
第
五
条
第
四
項
は
執
行
方
法
を
更
に
明
確
に
し
、
通
信
監
視
執
行
期
間
内
に
少



三
六

な
く
と
も
一
回
以
上
の
報
告
書
を
提
出
し
、
通
信
監
視
行
為
の
進
行
情
況
を
説
明
す
べ
き
旨
求
め
た
。
ま
た
、
改
正
法
第
一
五
条
は
、
執

行
機
関
が
通
信
監
視
を
完
了
し
た
場
合
に
、
通
信
監
視
を
受
け
た
者
の
姓
名
、
住
居
乃
至
居
所
を
検
察
官
に
よ
り
報
告
等
し
、
報
告
を
受

け
た
裁
判
所
は
、
通
知
が
監
視
目
的
の
妨
害
に
な
る
と
か
、
通
知
が
出
来
な
い
場
合
を
除
い
て
、
通
信
監
視
を
受
け
た
者
に
通
知
す
べ
き

旨
等
を
定
め
、
事
後
の
通
知
に
つ
い
て
規
律
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

⑶　

更
に
、
改
正
法
は
、
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
証
拠
排
除
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。
即
ち
通
信
監
察
法
第
五
条
・
第
六
条
の
定
め

る
事
情
に
つ
い
て
重
大
な
違
背
が
あ
っ
た
場
合
、
捜
査
・
裁
判
、
更
に
行
政
訴
訟
・
民
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
も
、
当
該
証
拠
（
派
生
証

拠
を
含
む
）
が
排
除
さ
れ
る
旨
定
め
ら
れ
た
（
改
正
法
第
五
条
第
五
項
・
第
六
条
第
三
項
参
照
）（

（（
（

。

第
二
章　

二
〇
一
四
年
改
正（

（（
（

第
一
節　

改
正
の
契
機

一　

二
〇
一
四
年
一
月
に
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
が
迅
速
に
改
正
さ
れ
た
。
最
高
法
院
検
察
署
（
最
高
検
察
庁
）
特
別
捜
査
部
が
、
職

権
を
濫
用
し
て
国
会
（
立
法
院
）
議
長
や
野
党
の
国
会
代
表
、
国
会
の
構
内
交
換
機
の
通
信
を
傍
受
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点

が
二
〇
一
三
年
九
月
に
国
会
で
問
題
と
さ
れ（

（（
（

、
国
会
自
ら
調
査
を
行
う
な
ど
の
事
態
に
至
っ
た
が（

（（
（

、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
通
信
監
察

法
の
主
管
機
関
で
あ
る
法
務
部
に
よ
る
改
正
草
案
な
ど
、
政
府
及
び
民
間
の
立
法
委
員
会
に
よ
っ
て
九
個
の
改
正
草
案
が
国
会
に
提
出
・

議
論
さ
れ
た
結
果
、
法
改
正
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
通
信
の
監
視
は
重
要
な
捜
査
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
治
安

維
持
に
は
威
力
を
発
揮
し
得
る
が
、
反
面
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
な
ど
を
惹
起
し
て
刑
事
訴
訟
法
の
基
底
に
あ
る
人
権
保
護
の
精
神
に
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

背
馳
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
令
状
を
得
た
案
件
と
異
な
る
案
件
に
対
し
て
通
信
監
視
を
発
動
す
る
よ
う
な
こ
と
は
抑
止
す
べ
き

で
あ
る
と
さ
れ
、
か
か
る
見
地
か
ら
通
信
保
障
及
び
監
察
法
改
正
が
企
図
さ
れ
た
。

二　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
た
今
回
の
改
正
は
通
信
監
察
法
制
定
以
降
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
憲
法
第
一
二
条
の
秘
密
通
信

の
自
由
の
一
層
の
保
障
を
図
っ
た
も
の
と
も
評
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
、
今
回
の
改
正
は
通
信
の
秘
密
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
障

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
強
化
、
通
信
監
視
に
対
す
る
監
督
処
分
の
強
化
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
他
方
、
今
回
の
改
正
は
、

科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
通
信
監
視
の
対
象
も
不
断
に
拡
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
点
か
ら
、
一
定
程
度
通
信
監

視
権
限
の
拡
大
も
行
っ
て
い
る
。
通
信
監
視
は
対
象
者
に
秘
密
裡
に
行
わ
れ
、
防
禦
の
術
が
な
い
儘
に
通
信
の
内
容
を
探
知
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
そ
の
権
利
侵
害
の
程
度
は
重
大
な
も
の
と
な
り
得
る
し
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
相
手
方
が
い
る
か
ら
、
犯

罪
と
は
関
係
な
い
第
三
者
の
通
信
の
秘
密
も
侵
害
し
得
る
こ
と
と
な
っ
て
、
権
利
侵
害
が
多
方
面
に
及
び
か
ね
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
に

お
い
て
は
、
関
連
証
拠
・
資
料
収
集
に
よ
る
国
家
安
全
の
確
保
・
社
会
秩
序
の
維
持
の
要
請
と
、
国
民
が
通
信
の
秘
密
を
違
法
に
侵
害
さ

れ
る
こ
と
は
な
い（

（（
（

と
い
う
自
由
の
要
請
と
が
対
立
す
る
点
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
に
は
、
通
信
監

視
を
行
う
た
め
に
法
が
定
め
た
内
容
を
充
足
す
る
こ
と
が
一
層
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節　

改
正
法
の
内
容

一
⑴
　
通
信
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
保
障
の
強
化
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
新
法
（
改
正
法
）
は
ま
ず
通
信
監
察
法
の
立
法
目
的
と

し
て
人
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
（
隠
私
権
）
の
保
障
が
違
法
に
侵
害
さ
れ
な
い
と
い
う
点
を
増
や
し
（
第
一
条
）、
次
に
、
旧
法
で
は
通

信
対
象
・
数
・
時
間
・
地
点
な
ど
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
法
で
は
第
三
条
の
一
に
お
い
て
、
通
信
記
録
に
関
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し
て
、
電
信
を
使
用
し
た
者
は
職
務
後
に
通
信
時
間
、
使
用
の
長
さ
、
使
用
地
点
、
従
事
形
態
、
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
や
位
置
情
報
等
を
記

録
す
る
旨
を
定
め
て
お
り
、
通
信
関
連
デ
ー
タ
も
保
障
範
囲
に
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
通
信
内
容
と
通
信
記
録
の
監
視
と
の
間
に
は
、

─
後
者
が
対
話
内
容
で
は
な
く
、
憲
法
第
一
二
条
の
秘
密
通
信
の
自
由
の
保
障
の
中
核
的
内
容
で
あ
る
か
に
は
疑
義
が
あ
り
得
る
こ
と
も

あ
っ
て
─
径
庭
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
既
に
触
れ
た
点
と
重
な
る
が
、
最
高
法
院
検
察
署
特
別
捜
査
部
が
職
権
を
濫
用
し
て
国
会
議
長
な
ど

の
通
信
関
連
デ
ー
タ
等
を
も
傍
受
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
疑
念
が
寄
せ
ら
れ
た
点
が
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
捜
査
機
関
へ
の
授
権
と
電
気
通
信
事
業
者
に
対
す
る
守
秘
義
務
の
免
除
を
担
保
す
る
た
め
に
立
法
に
よ
っ
て
明
文

化
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
新
法
第
一
一
条
の
一
第
一
項
に
お
い
て
は
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
の
捜
査
に
際
し
て
、
急
迫
の
事
情

が
あ
る
場
合
を
別
に
し
て
、
通
信
記
録
等
が
捜
査
に
と
っ
て
必
要
性
が
あ
り
、
関
連
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
検
察
官
は
裁
判

所
に
調
査
状
の
発
付
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
旨
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
状
主
義
の
原
則
が
基
本
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

。次
に
、
今
回
の
改
正
前
は
、
通
信
監
視
請
求
手
続
に
は
厳
密
性
に
欠
け
る
と
の
批
判
も
あ
り
、
通
信
監
視
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
重
大
な
侵
害
と
な
る
た
め
、
請
求
時
に
、
他
の
捜
査
手
段
で
は
通
信
監
視
の
代
替
と
な
り
得
ず
、
捜
査
目
的
を
達
成
し
得
な
い
旨
を
検

察
官
が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
（
新
法
第
五
条
第
二
項
）、
検
察
官
に
も
従
前
よ
り
も
詳
細
な
説
明
義
務
が
課
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

更
に
、
通
信
監
視
の
対
象
に
つ
い
て
、
旧
法
は
「
一
人
一
令
状
一
通
信
監
視
（
盗
聴
）」
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
一

通
の
令
状
で
複
数
の
通
信
監
視
が
出
来
た
方
が
実
務
上
は
便
利
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
通
信
監
視
及
び
そ
の
申
請
の
濫
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

用
的
な
運
用
を
改
革
す
る
た
め
、
改
正
法
第
五
条
第
五
項
は
、
通
信
監
視
令
状
の
請
求
に
際
し
て
は
監
督
対
象
を
原
則
と
し
て
一
つ
に
限

定
す
べ
き
旨
定
め
て
お
り
（
同
一
捜
査
に
お
い
て
相
互
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
事
案
の
場
合
は
、
同
時
に
複
数
の
通
信
監
視
令
状
を
請
求
す
る
こ
と
が

出
来
る
）、「
一
人
一
令
状
一
通
信
監
視
（
盗
聴
）」
が
原
則
と
な
っ
た
と
言
い
得
る
。

⑵　

通
信
監
視
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
旧
法
第
一
二
条
が
、
通
信
監
視
（
通
常
［
令
状
］・
緊
急
）
の
期
間
は
三
〇
日
、
ま
た
、
国
家
安

全
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
の
期
間
は
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
継
続
し
て
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
期
間

満
了
の
二
日
前
迄
に
具
体
的
理
由
を
付
し
た
請
求
書
を
提
出
す
べ
き
と
定
め
て
い
た
。
逆
に
言
え
ば
期
間
満
了
の
二
日
前
迄
に
請
求
書
を

提
出
す
れ
ば
監
視
の
継
続
は
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
通
信
監
視
は
人
々
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
等
に
高

度
に
干
渉
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
た
め
、
捜
査
機
関
が
制
限
な
く
監
視
の
継
続
を
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
比
例
原
則
に
反

し
て
人
々
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
や
通
信
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
度
合
い
が
大
き
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
法
第
一
二
条
第

一
項
は
、
通
信
監
視
（
通
常
・
緊
急
）
の
継
続
し
た
期
間
は
一
年
を
超
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
執
行
機
関
が
継
続
し
て
監
視
す
る
場
合
は
、

通
信
監
視
（
通
常
・
緊
急
）
の
令
状
請
求
手
続
を
裁
判
所
に
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
旨
改
正
し
た
。

⑶　

捜
査
の
過
程
で
他
の
案
件
に
つ
い
て
の
証
拠
が
出
現
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
使
用
出
来
る
か
否
か
に
つ

い
て
、
新
法
第
一
八
条
の
一
第
一
項
は
、
通
信
監
視
（
通
常
・
緊
急
）
ま
た
は
国
家
安
全
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
を
執
行

し
て
い
る
際
に
偶
然
的
に
他
の
事
案
の
内
容
に
つ
い
て
捕
捉
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
証
拠
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
例
外
的
に
七
日

以
内
に
裁
判
所
に
報
告
し
、
当
該
事
案
が
通
信
監
視
を
実
施
し
て
い
る
事
案
と
関
連
性
が
あ
る
か
、
ま
た
は
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五

条
に
定
め
る
通
信
監
視
が
可
能
な
重
罪
犯
罪
類
型
に
該
当
す
る
と
裁
判
所
が
認
め
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
旨
定
め
て
い
る
。
例
外
事

由
に
該
当
し
な
い
限
り
、
通
信
監
視
令
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
案
で
な
い
と
原
則
と
し
て
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
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う
こ
と
に
な
り
、偶
然
に
捕
捉
さ
れ
た
事
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
厳
格
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な「
偶

然
の
盗
聴
」
は
、
法
執
行
機
関
が
通
信
監
視
・
盗
聴
実
行
時
に
、
他
事
案
の
犯
罪
資
料
等
が
偶
然
捕
捉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
当
初
よ
り
真
の
目
的
は
監
視
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
Ｂ
罪
を
盗
聴
・
監
視
す
る
点
に
あ
る
と
こ
ろ
、
監
視
要
件
を
具
備
し
て
い

る
Ａ
罪
の
通
信
監
視
令
状
発
付
を
受
け
た
上
で
Ｂ
罪
を
盗
聴
し
て
証
拠
を
得
よ
う
と
す
る
、「
別
件
盗
聴
」（

（（
（

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
偶
然
の
盗
聴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
は
、
①
証
拠
能
力
全
面
肯
定
説
、
②
偶
然
捕

捉
さ
れ
た
他
事
案
の
証
拠
が
本
案
と
関
連
性
を
有
す
る
な
ら
ば
証
拠
能
力
を
肯
定
す
る
関
連
性
説
、
③
偶
然
捕
捉
さ
れ
た
他
事
案
が
通
信

保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
名
に
含
ま
れ
る
場
合
は
、
証
拠
能
力
を
認
め
る
罪
名
制
限
説
、
④
絶
対
禁
止
説

な
ど
に
見
解
が
分
か
れ
て
お
り（

（（
（

、
二
〇
一
四
年
の
第
一
八
条
の
一
改
正
前
の
台
湾
の
実
務
は
①
説
を
採
用
し
て
い
た
と
こ
ろ（

（（
（

、
学
説
の
多

数
説
は
②
説
と
③
説
の
併
用
説
（
②
説
ま
た
は
③
説
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
証
拠
能
力
を
認
め
る
）
を
採
っ
て
お
り
、
新
法
は
併
用
説
に
準

拠
し
た
上
で（

（（
（

、
更
に
、
七
日
以
内
に
お
け
る
裁
判
所
へ
の
報
告
・
認
可
と
い
う
手
続
的
要
件
を
も
加
え
た
と
把
握
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

そ
し
て
、
通
常
・
緊
急
の
通
信
監
視
ま
た
は
国
家
安
全
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
た
内
容
ま
た
は
派

生
的
な
証
拠
等
で
監
視
等
の
目
的
と
関
係
な
い
も
の
、
及
び
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
の
関
連
規
定
に
違
背
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
手
続
に
お
い
て
証
拠
等
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
新
法
第
一
八
条
の
一
第
二
項
・
第
三
項
）。

後
者
の
関
連
規
定
に
違
背
し
た
証
拠
の
排
除
に
関
す
る
定
め
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
五
八
条
の
四
［
公
務
員
に
よ
っ
て
、
刑
事
訴
訟
法
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
手
続
に
違
背
し
て
取
得
さ
れ
た
証
拠
能
力
の
有
無
の
認
定
に
際
し
て
は
、
人
権
保
障
と
公
共
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
を
斟
酌
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
均
衡
原
則
に
つ
い
て
定
め
る
］（

（（
（

の
特
別
規
定
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
従
前
は
通
信
保
障
及
び
監
察

法
第
五
条
第
五
項
等
に
違
背
す
る
通
信
監
視
で
情
状
・
事
情
が
重
大
な
場
合
に
つ
い
て
証
拠
能
力
が
な
い
と
定
め
て
い
た
が
、
重
大
な
情
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状
・
事
情
と
い
う
語
は
そ
れ
な
り
に
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
新
法
で
は
削
除
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
新
法
第
一
八
条
の
一
第
三
項
の
対

象
と
な
る
違
法
収
集
証
拠
と
は
、
法
定
の
対
象
犯
罪
外
の
犯
罪
に
対
し
て
行
わ
れ
た
通
信
監
視
と
か
、
裁
判
所
に
よ
る
通
信
監
視
令
状
の

発
付
を
経
て
い
な
い
通
信
監
視
、
関
連
性
や
補
充
性
を
充
た
し
て
い
な
い
通
信
監
視
、
期
間
制
限
を
徒
過
し
た
通
信
監
視
に
よ
り
得
ら
れ

た
通
信
内
容
が
こ
の
例
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
国
民
の
秘
密
通
信
の
自
由
を
侵
害
し
、
違
法
の
重
大
性
が
高
く
、
ま
た
、
か
か
る
証
拠
を

許
容
し
て
公
判
廷
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
な
ど
二
次
的
な
侵
害
も
生
じ
得
る
な
ど
の
弊
害
も
大
き
い

の
で
、
厳
格
な
排
除
が
必
要
で
あ
る
と
説
か
れ
る（

（（
（

。

⑷　

ま
た
、
従
前
の
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、
通
信
監
視
の
対
象
者
に
は
通
信
監
視
固
有
の
救
済
手
続
が
与
え
ら
れ
て
い
た
訳
で
は

な
か
っ
た
が
、
通
信
監
視
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
な
ど
権
利
侵
害
性
が
大
き
い
こ
と
に
鑑
み
、
対
象
者
に
合
理
的
な
救
済
手
続
を
付
与
す

る
こ
と
が
人
権
保
障
の
精
神
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
の
整
備
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
刑
事
訴
訟
法
が
改
正
さ
れ
、
抗

告
（
第
四
〇
四
条
第
一
項
第
二
款
）・
準
抗
告
（
第
四
一
六
条
第
一
項
第
一
款
）
の
対
象
と
し
て
通
信
監
視
が
加
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

二
⑴
　
次
に
、
通
信
監
視
に
対
す
る
監
督
処
分
体
制
に
つ
い
て
は
、
報
告
義
務
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
従
前
の
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第

五
条
第
四
項
は
、
執
行
機
関
は
通
信
監
視
期
間
中
に
一
回
以
上
報
告
書
を
作
成
し
、
監
視
情
況
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
た
が
、
こ
れ
で
は
実
質
的
な
監
督
効
果
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
っ
た
の
で
、
新
法
第
五
条
第
四
項
は
、
監
視
期
間
中
は
一
五
日
に
一
回

以
上
報
告
書
を
作
成
し
て
監
視
情
況
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、
検
察
官
乃
至
通
信
監
視
令
状
を
発
付
し
た
裁
判
官
は
、

執
行
機
関
に
随
時
報
告
書
の
提
出
を
命
じ
る
こ
と
が
出
来
、
裁
判
官
は
経
験
則
・
論
理
法
則
・
自
由
心
証
に
照
ら
し
て
判
断
し
た
後
、
継

続
監
視
が
不
適
当
と
い
う
事
情
が
あ
れ
ば
通
信
監
視
令
状
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
旨
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
監
督
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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⑵　

ま
た
、
か
か
る
検
察
官
・
裁
判
官
に
よ
る
監
督
の
他
に
、
新
法
第
一
三
条
第
三
項
・
第
四
項
は
、
執
行
機
関
は
正
当
な
理
由
が
な

い
限
り
、
少
な
く
と
も
三
日
毎
に
人
を
派
遣
し
て
監
視
記
録
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
も
し
当
該
内
容
が
監
視
目
的
と
明
ら
か
に
無
関
係
な

ら
ば
解
読
文
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
旨
定
め
、
執
行
機
関
の
義
務
を
強
化
し
て
通
信
監
視
実
施
に
相
応
の
制
限
を
課
し
て
い
る
。

⑶　

次
に
通
信
監
視
が
終
了
す
れ
ば
事
後
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
前
の
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
一
五
条
も
そ
の
旨
は
定
め
て

い
た
が
、
監
視
を
受
け
た
者
の
氏
名
・
住
所
・
居
所
を
検
察
官
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
旨
定
め
る
の
み
で
、
実
施
期
間
・
監
視
目
的
に
合

致
し
た
資
料
が
得
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
詳
細
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
た
め
、
新
法
第
一
五
条
は
事
後
通
知
の

内
容
と
手
続
に
つ
い
て
、
監
視
を
受
け
た
者
の
氏
名
・
住
所
・
居
所
・
監
視
案
件
に
つ
い
て
の
監
視
令
状
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
通
信
保

障
及
び
監
察
法
第
一
一
条
第
一
項
参
照
）・
通
信
監
視
令
状
を
発
付
し
た
機
関
に
よ
る
指
示
書
・
実
際
に
監
視
し
た
期
間
・
監
視
目
的
で
あ
る

通
信
資
料
が
得
ら
れ
た
か
・
救
済
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
検
察
官
・
総
轄
国
家
情
報
機
関
を
通
じ
て
裁
判
所
に
報
告
・
通

知
す
べ
き
旨
を
明
確
化
し
た
。
ま
た
、
監
視
さ
れ
た
者
に
対
す
る
通
知
に
つ
い
て
、
従
前
の
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
一
五
条
第
二
項
か

ら
第
四
項
は
裁
判
所
に
よ
る
通
知
義
務
を
定
め
て
い
た
も
の
の
、
何
時
通
知
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
定
め
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
法

第
一
五
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
終
了
後
一
箇
月
を
経
過
し
て
も
、
検
察
官
・
総
轄
国
家
情
報
機
関
が
第
一
項
の
報
告
を
し
な
い
場
合
は
、

裁
判
所
が
、
監
視
を
受
け
た
者
に
自
ら
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
、
同
第
三
項
は
、
裁
判
所
が
第
一
項
の
報
告
を
受
理
し
た
場

合
、
通
知
す
る
こ
と
で
監
視
目
的
を
妨
害
す
る
恐
れ
や
通
知
出
来
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
る
具
体
的
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い

て
、
監
視
を
受
け
た
者
に
通
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
て
い
る
。

⑷　

通
信
監
視
の
工
程
履
歴
の
記
録
・
管
理
に
つ
い
て
も
進
展
が
見
ら
れ
る
。
通
信
監
視
の
工
程
や
得
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
行
政

管
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
な
か
っ
た
が
、
新
法
第
一
八
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
（
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
・
第
六
条
に
定
め
る
通
常
・
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緊
急
監
視
）
令
状
の
請
求
・
発
付
・
執
行
、
通
信
監
視
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
の
保
管
・
使
用
・
廃
棄
に
つ
い
て
、
実
行
・
調
査
・
関

与
す
る
場
合
は
、
連
続
工
程
履
歴
記
録
を
作
成
し
、
台
湾
高
等
法
院
の
通
信
監
視
管
理
部
門
と
シ
ス
テ
ム
を
連
結
・
整
理
再
編
す
べ
き
と

し
、
同
条
第
三
項
は
、
第
二
項
等
を
執
行
す
る
通
信
監
視
機
関
は
月
毎
に
当
該
期
間
の
監
視
記
録
を
専
用
回
線
に
よ
り
、
ま
た
は
秘
密
管

理
措
置
を
施
し
た
上
で
台
湾
高
等
法
院
の
通
信
監
視
管
理
部
門
に
送
る
べ
き
旨
を
定
め
る
。

⑸　

今
回
の
改
正
の
背
景
事
情
の
一
つ
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
盗
聴
問
題
が
立
法
院
（
国
会
）
で
争
点
に
な
り
、
立
法
院
が
相
当

の
監
督
を
行
い
、
当
該
監
督
を
通
じ
て
通
信
監
視
の
惹
起
す
る
利
益
侵
害
等
を
軽
減
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
あ
る
。

こ
の
下
に
、
新
法
第
三
二
条
の
一
第
一
項
は
、
法
務
部
（
法
務
省
）
は
毎
年
立
法
院
に
通
信
監
視
の
執
行
情
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
立
法
院
は
必
要
な
時
は
法
務
部
に
報
告
と
関
連
資
料
の
調
査
を
請
求
出
来
る
旨
定
め
、
立
法
院
へ
の
年
度
報
告
及
び

立
法
院
に
よ
る
調
査
と
い
う
形
で
立
法
院
に
よ
る
監
督
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、同
第
二
項
は
、立
法
院
は
電
信
事
業
・

郵
政
事
業
そ
の
他
通
信
監
視
を
協
力
し
て
執
行
す
る
機
関
等
に
担
当
者
を
随
時
派
遣
し
た
り
、
電
子
監
督
設
備
を
使
用
さ
せ
る
等
し
て
通

信
監
視
の
執
行
情
況
を
監
督
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
旨
定
め
、
立
法
院
に
通
信
監
視
の
情
況
を
随
時
検
査
す
る
積
極
的
な
監
督
権
限
を
与

え
て
違
法
な
通
信
監
視
が
発
生
す
る
度
合
い
を
低
減
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
。

三
⑴
　
以
上
と
は
逆
に
、
通
信
監
視
の
権
限
を
拡
大
す
る
方
向
で
の
改
正
も
な
さ
れ
て
い
る
。
通
信
監
視
は
、
他
に
採
り
得
る
捜
査
手
段

が
な
い
場
合
に
発
動
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
原
則
と
す
る
点
に
鑑
み
、
立
法
上
、
対
象
犯
罪
は
限
定
が
必
要
と
解
さ
れ
て
お
り
、
刑
罰
の
程

度
に
つ
い
て
は
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
第
一
項
（
第
一
款
）
は
、
改
正
前
後
共
に
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る

犯
罪
を
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
罪
名
に
つ
い
て
は
普
通
刑
法
・
特
別
刑
法
・
付
属
刑
法
に
及
ん
で
第
一
項
第
二
款
か
ら
第
一
八
款
（
改
正

前
は
第
一
五
款
）
迄
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
法
は
、
上
記
第
一
項
第
一
六
款
か
ら
第
一
八
款
迄
に
お
い
て
、
国
外
に
お
け
る
営
業
秘
密
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侵
害
罪
・
森
林
の
産
物
を
窃
取
す
る
罪
・
廃
棄
物
処
理
法
関
連
犯
罪
を
追
加
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
通
信
監
視
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
理

由
は
、
当
該
犯
罪
を
捜
査
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
捜
査
に
通
信
監
視
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
と
さ
れ
て

い
る
。

尤
も
、
対
象
犯
罪
拡
大
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
に
よ
る
通
信
監
視
の
濫
用
を
防
止
す
る
機
会
を
逸
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
懸
念
も

見
ら
れ
、
台
湾
に
お
け
る
対
象
犯
罪
の
範
囲
は
も
と
も
と
広
汎
で
あ
る
か
ら
、
比
例
原
則
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
画
し
て
行
く
べ
き

で
あ
る
と
の
評
価
も
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。

⑵　

次
に
、
通
信
監
視
は
法
律
に
則
り
通
信
監
視
令
状
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
動
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
る
が
、
急
迫
の
事
態

が
生
じ
た
場
合
は
、裁
判
所
の
審
査
を
経
な
い
無
令
状
の
通
信
監
視
と
し
て
の
緊
急
通
信
監
視
を
発
動
す
る
必
要
も
生
じ
得
る
。
こ
の
点
、

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
通
信
監
察
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
麻
薬
危
害
防
止
条
例
・
組
織
犯
罪
条
例
・
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
防
止

法
等
々
同
項
に
定
め
る
罪
名
の
被
告
人
乃
至
被
疑
者
が
、
他
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
急
迫
の
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
に
足

り
る
だ
け
の
事
実
が
あ
る
場
合
は
、
検
察
官
は
執
行
機
関
に
口
頭
で
通
知
す
る
こ
と
で
通
信
監
視
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
事
後
に
通
信
監

視
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
（
司
法
警
察
機
関
が
担
当
検
察
官
に
申
請
し
、当
該
検
察
官
を
経
由
し
て
二
四
時
間
以
内
に
裁
判
所
に
報
告
さ
れ
、

裁
判
所
が
申
請
受
理
後
四
八
時
間
以
内
に
通
信
監
視
令
状
を
発
付
す
る
と
い
う
、
手
続
の
流
れ
と
な
る
。
同
第
六
条
第
一
項
・
第
二
項
）。
か
か
る
無
令

状
の
緊
急
通
信
監
視
に
は
令
状
原
則
を
口
頭
に
よ
る
通
知
で
免
れ
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
い
っ
た
批
判
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
が（

（（
（

、

新
法
は
無
令
状
の
緊
急
通
信
監
視
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
場
合
に
つ
い
て
、
上
記
の
他
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
急
迫
の
危
険
を
及
ぼ

す
こ
と
を
防
止
す
る
に
足
り
る
だ
け
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
加
え
て
、
通
信
監
察
法
第
五
条
第
一
項
の
犯
罪
と
関
連
す
る
急
迫
の
事
情
が

あ
る
場
合
を
も
認
め
た
。
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

四
⑴
　
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
通
信
監
視
の
発
動
に
当
た
っ
て
は
、
国
家
安
全
・
社
会
秩
序
の
維
持
と
人
が
通
信
の
秘
密
を
不
法
に
侵
害

さ
れ
な
い
自
由
の
保
障
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
の
改
正
も
こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
以
下
の
原
則
に
基
本
的
に
立
脚
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

ま
ず
、
通
信
監
視
は
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
な
ど
を
侵
害
す
る
の
で
、
検
察
官
・
司
法
警
察
機
関
が
犯
罪
捜
査
目
的
で
通
信

監
視
を
発
動
す
る
場
合
に
は
、
中
立
的
立
場
に
あ
る
裁
判
所
の
事
前
の
同
意
を
得
る
べ
き
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
事
前
に
裁
判
所
に
通
信

監
視
令
状
の
発
付
を
請
求
す
る
令
状
主
義
の
原
則
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
第
一
項
・
第
二
項
は
、

原
則
と
し
て
事
前
に
裁
判
所
に
通
信
監
視
令
状
発
付
を
請
求
し
、
同
意
す
る
場
合
は
裁
判
所
は
四
八
時
間
以
内
に
当
該
令
状
を
発
付
す
べ

き
旨
定
め
て
い
る
。
こ
の
例
外
の
一
つ
が
、
既
に
触
れ
た
緊
急
通
信
監
視
（
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
六
条
）
で
あ
り
、
ま
た
、
通
信
保
障

及
び
監
察
法
第
一
一
条
の
一
は
、
通
信
記
録
・
通
信
用
資
料
が
本
案
捜
査
に
と
っ
て
必
要
で
関
連
性
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
管
轄

裁
判
所
が
調
査
票
（
組
込
令
状
）
を
発
付
す
べ
き
で
あ
る
が
、
急
迫
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
事
前
の
請
求
の
限
り
で
は
な
い
旨
定
め
て
い

る
。⑶　

上
記
の
通
り
、
通
信
監
視
は
国
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
・
自
由
、
秘
密
通
信
を
行
う
権
利
を
侵
害
し
得
る
捜
査
手
段
で
あ

る
か
ら
、
立
法
に
際
し
て
は
対
象
と
な
る
犯
罪
類
型
・
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
既
に
触
れ
た
点
と
重
な
る
が
、
通
信
保
障

及
び
監
察
法
第
五
条
第
一
項
第
一
款
は
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
該
当
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
国
家
安
全
・
経
済
秩
序
・
社
会
情
況

に
重
大
な
危
害
を
与
え
る
場
合
に
は
通
信
監
視
可
能
と
い
う
選
択
を
行
っ
て
お
り
、
法
定
刑
を
第
一
の
判
断
基
準
と
し
た
。
ま
た
、
通
信

監
視
と
い
う
捜
査
手
段
を
発
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
目
的
適
合
的
で
有
効
性
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
対
象
罪
名
を
設
定
し
て
い
る
。
か

か
る
罪
名
の
違
法
内
容
（
第
一
項
第
二
款
以
下
）
と
刑
罰
の
度
合
い
（
第
一
項
第
一
款
）
と
は
価
値
判
断
に
お
い
て
直
截
的
に
関
連
す
る
訳
で
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は
な
い
か
ら
、
第
二
款
以
下
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
第
一
項
本
文
の
文
言
通
り
、
国
家
安
全
・
経
済
秩
序
・
社
会
秩
序
情
況
に
重
大
な

危
害
を
与
え
る
場
合
と
い
う
基
準
を
併
せ
て
厳
密
に
判
断
し
、
犯
罪
の
重
大
性
と
い
う
前
提
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
も
説
か
れ
る（

（（
（

。

⑷　

同
様
に
、
通
信
監
視
は
国
民
の
基
本
権
を
制
約
す
る
捜
査
手
段
で
あ
る
か
ら
、
単
に
捜
査
目
的
達
成
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
や
む
を
得
な
い
最
後
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
補
充
性
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条

第
一
項
は
、
第
一
款
以
下
の
犯
罪
に
該
当
し
、
国
家
安
全
・
経
済
秩
序
・
社
会
秩
序
情
況
に
重
大
な
危
害
を
与
え
る
場
合
で
あ
り
、
通
信

内
容
と
当
該
犯
罪
事
案
と
が
関
連
す
る
と
信
ず
べ
き
相
当
な
理
由
が
あ
り
、
且
つ
他
の
収
集
・
調
査
手
段
で
は
当
該
証
拠
の
収
集
・
調
査

が
不
可
能
乃
至
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
通
信
監
視
令
状
の
発
付
が
可
能
で
あ
る
と
定
め
て
、
補
充
性
原
則
を
明
確
に
表
示
し
て
い
る（

（（
（

。

⑸　

伝
統
的
な
捜
索
・
差
押
え
の
場
合
は
、
令
状
の
記
載
に
よ
り
捜
索
地
域
を
特
定
し
、
ま
た
捜
索
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

不
必
要
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
を
回
避
出
来
る
が
、
通
信
監
視
の
場
合
は
将
来
発
生
す
る
会
話
も
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
証
拠

収
集
を
企
図
し
て
い
る
案
件
と
関
連
性
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
、
継
続
監
視
す
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
法
執
行
機
関
員
が
通

信
監
視
時
に
事
前
に
通
信
内
容
に
接
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
訳
に
は
行
か
な
い
。
従
っ
て
、
捜
査
機
関
が
証
拠
収
集
を
企
図
し
て
い
る
案

件
と
無
関
係
の
通
信
内
容
や
、
殊
に
よ
っ
て
は
全
く
無
実
の
第
三
者
の
通
信
内
容
に
触
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
即
時
的
な

救
済
手
段
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
通
信
監
視
に
お
い
て
は
、
他
の
強
制
処
分
と
比
較
し
て
も
最
小
侵
害
原
則
の
遵
守
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
点
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
二
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
は
達
成
目
的
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
侵
害
が
最

小
と
な
る
よ
う
な
相
当
な
方
法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
形
で
こ
れ
を
表
現
し
て
い
る
が
、
新
法
第
五
条
第
二
項
（
証
拠
収
集

目
的
と
無
関
係
の
通
信
の
侵
害
を
極
力
抑
え
よ
う
と
す
る
）
や
同
第
四
項
も
最
小
侵
害
原
則
の
現
れ
で
あ
る
と
も
評
せ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

⑹　

通
信
監
視
の
実
施
期
間
内
は
対
象
者
の
秘
密
通
信
の
自
由
の
侵
害
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
該
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

は
通
信
監
視
期
間
を
立
法
に
よ
っ
て
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
点
、
新
法
第
一
二
条
は
、
通
常
［
令
状
］・
緊
急
の
通
信
監
視

（
通
信
保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
・
第
六
条
）
は
、
毎
回
三
〇
日
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
国
家
安
全
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監

視
の
期
間
は
毎
回
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
旨
定
め
、
継
続
監
視
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
新
法
に
よ
っ
て
具
体
的
理
由
の
明
確

化
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
第
一
二
条
第
一
項
但
書
は
、
通
常
［
令
状
］・
緊
急
の
通
信
監
視
を
続

行
す
る
場
合
一
年
を
超
過
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
更
に
継
続
監
視
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
通
常
［
令
状
］・
緊
急
監
視
手
続
を
再
度
新
た

に
請
求
す
べ
き
旨
を
定
め
て
い
る（

（（
（

。
更
に
、
同
一
二
条
第
二
項
・
第
三
項
は
、
通
常
［
令
状
］・
緊
急
の
通
信
監
視
、
国
家
安
全
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
の
期
間
満
了
前
に
監
視
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
監
視
を
停
止
す
べ
き
旨
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ

も
期
間
限
定
の
趣
旨
か
ら
導
か
れ
る
要
求
で
あ
っ
て
、
対
象
者
の
通
信
の
自
由
を
侵
害
す
る
度
合
い
を
軽
減
す
る
も
の
と
言
え
る
。

⑺　

既
に
触
れ
た
よ
う
な
、
通
信
監
視
の
適
法
性
・
必
要
性
を
事
前
の
令
状
発
付
に
際
し
て
審
査
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
以
外
に
、
事
後
的

に
監
督
・
管
理
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
監
視
を
受
け
た
者
が
権
利
侵
害
に
対
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
権
利
・
手
続
）
の
設
定
も
必
要
と
さ

れ
る
。
通
信
監
視
の
性
質
上
、
事
前
に
対
象
者
に
通
信
監
視
を
行
う
こ
と
を
告
知
す
る
の
は
適
切
で
な
い
た
め
、
通
信
監
視
終
了
後
に
対

象
者
に
知
ら
せ
る
以
外
術
が
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
第
一
五
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
終

了
後
一
箇
月
を
経
過
し
て
も
、
検
察
官
・
総
轄
国
家
情
報
機
関
が
事
後
報
告
を
し
な
い
場
合
は
、
裁
判
所
が
、
一
四
日
以
内
に
監
視
を
受

け
た
者
に
自
ら
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
、
同
第
三
項
は
、
裁
判
所
が
事
後
報
告
を
受
理
し
た
場
合
、
通
知
す
る
こ
と
で
監
視

目
的
を
妨
害
す
る
恐
れ
や
通
知
出
来
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
る
具
体
的
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
監
視
を
受
け
た
者
に
通
知

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
お
り
、
か
か
る
事
後
通
知
手
続
に
よ
っ
て
、
当
事
者
は
自
己
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
後
に
通
信

監
視
の
相
当
性
・
合
法
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
、
同
時
に
執
行
機
関
は
非
常
に
慎
重
且
つ
適
法
に
職
務
を
執
行
す
る
よ
う
に
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な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
第
一
八
条
第
二
項
は
、
通
信
監
視
関
連
資
料
の
保
管
・
使
用
等
に
つ
い
て
、
主
管
機
関
は

連
続
工
程
履
歴
記
録
を
作
成
し
、
台
湾
高
等
法
院
の
通
信
監
視
管
理
部
門
と
シ
ス
テ
ム
を
連
結
・
整
理
再
編
す
べ
き
と
し
て
お
り
、
更
に
、

新
法
第
三
二
条
の
一
第
一
項
は
、
法
務
部
（
法
務
省
）
の
立
法
院
に
対
す
る
年
度
報
告
及
び
立
法
院
に
よ
る
調
査
と
い
う
形
で
立
法
院
に

よ
る
監
督
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
し
、
違
法
監
視
の
予
防
と
事
後
監
督
を
企
図
し
て
い
る
。

第
三
節　

改
正
法
の
評
価

一
⑴　

以
上
で
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
は
通
信
監
視
の
権
限
を
制
約
し
、
人
権
保
障
を
企
図
し
て
い
る
が
、
改
正
内
容
は
必
ず
し
も
人
権

保
障
の
面
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
既
に
触
れ
た
点
と
重
な
る
が
、
通
信
関
連
デ
ー
タ
も
保
障
範
囲
に
含
め
る
点
、
令
状
請

求
時
に
、
他
の
捜
査
手
段
で
は
通
信
監
督
の
代
替
と
な
り
得
ず
、
捜
査
目
的
を
達
成
し
得
な
い
旨
を
検
察
官
が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
た
点
、
通
信
監
視
に
対
す
る
監
督
処
分
体
制
に
つ
い
て
、
報
告
義
務
の
強
化
が
図
ら
れ
た
点
、
通
信
監
視
の
工
程
履
歴
の

記
録
・
管
理
に
関
す
る
点
、
立
法
院
に
よ
る
監
督
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定
す
る
点
、
不
服
救
済
ル
ー
ト
を
増
や
し
た
点
な
ど
は
秘
密
通
信

の
自
由
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
を
保
護
す
る
方
向
で
の
改
正
で
あ
る
が
、
通
信
監
視
に
は
犯
罪
統
制
に
よ
る
社
会
秩
序
の
維
持
も
期
待
さ

れ
て
お
り
、
通
信
監
視
対
象
犯
罪
罪
名
を
拡
大
し
た
点
、
偶
然
の
通
信
監
視
を
許
容
し
て
い
る
点
な
ど
は
捜
査
機
関
に
よ
る
通
信
監
視
権

限
を
拡
大
す
る
方
向
で
の
改
正
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
新
法
は
二
つ
の
方
向
の
折
衷
的
な
性
質
を
有
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
新
法
に
お
い

て
犯
罪
捜
査
目
的
達
成
と
人
権
保
障
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。

⑵　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
人
権
保
障
の
み
な
ら
ず
犯
罪
捜
査
等
の
目
的
達
成
を
も
併
せ
て
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
①
新
法
第
一
一
条



四
九

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

の
一
第
一
項
が
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
の
捜
査
に
際
し
て
、
急
迫
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
別
に
し
て
、
通
信
記

録
等
が
捜
査
に
と
っ
て
必
要
性
が
あ
り
、
関
連
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
検
察
官
は
裁
判
所
に
調
査
状
の
発
付
を
請
求
す
る
と

定
め
て
い
る
点
、
通
信
記
録
（
通
話
時
間
・
位
置
デ
ー
タ
等
）
と
通
信
内
容
と
で
は
国
民
の
通
信
の
自
由
の
侵
害
の
程
度
に
顕
著
な
差
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
に
令
状
原
則
を
課
す
の
は
疑
問
で
あ
る
、
②
新
法
で
は
通
信
監
視
期
間
が
最
長
一
年
間
（
期
間
満
了
後
も
更
に

監
視
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
捜
査
機
関
は
裁
判
所
に
更
に
新
た
に
令
状
を
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
国

と
比
べ
て
長
く
（
例
え
ば
、
日
本
は
三
〇
日
、
ド
イ
ツ
は
六
箇
月
、
フ
ラ
ン
ス
は
四
箇
月
）、
制
約
が
緩
や
か
な
の
で
監
視
期
間
を
縮
減
す
べ
き

か
否
か
は
、
将
来
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
、
③
新
法
第
二
七
条
第
三
項
は
執
行
監
視
を
実
行
す
る
公
務
員
に
つ
い
て
、
監
視
デ
ー
タ
を
他

の
事
案
に
流
用
し
た
場
合（

（（
（

は
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
す
と
定
め
て
お
り
、
通
信
監
視
に
従
事
す
る
者
の
不
当
な
行
為
を
抑
止
す
る
こ

と
を
企
図
し
て
い
る
が
、
適
法
な
監
視
中
に
他
事
案
の
証
拠
を
取
得
し
た
場
合
で
執
行
者
に
主
観
的
悪
意
が
な
い
場
合
は
、
違
法
監
視
中

に
派
生
証
拠
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
に
比
べ
る
と
違
法
性
が
低
い
の
で
、
処
罰
も
相
対
的
に
軽
く
す
べ
き
で
な
い
か
、
将
来
検
討
の
必
要

が
あ
る
と
い
っ
た
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

二
　
新
法
に
お
い
て
、
争
い
が
非
常
に
大
き
い
の
は
、
他
事
案
の
証
拠
を
監
視
す
る
際
の
基
準
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
わ
る
点
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
改
正
前
は
他
事
案
（
別
件
）
盗
聴
の
可
否
、
別
件
盗
聴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
証
拠
と
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
明

文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
第
一
八
条
の
一
第
一
項
は
、
第
五
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
重
罪
乃
至
盗
聴
対
象
と
な
っ
て
い
る
本
案

と
関
連
す
る
犯
罪
に
限
る
と
い
う
要
件
の
も
と
で
こ
れ
ら
を
許
容
し
、
一
定
の
基
準
を
設
け
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
認
定
の
場
面
で
見
解

が
ク
リ
ア
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
く
、
緩
き
に
失
す
れ
ば
規
定
の
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
、
認
定
が
厳
し
き
に
失
す
れ

ば
真
実
発
見
に
不
利
と
な
り
、
許
容
出
来
な
い
な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
を
含
め
て
、
新
法
へ
の
批
判
が
具
体
的
な
形
で
現
れ
た



五
〇

の
が
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
改
正
草
案
で
あ
る
。
次
章
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
を
行
い
た
い
。

第
三
章　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
改
正
草
案

一　

以
上
の
よ
う
に
眺
め
た
形
で
人
権
保
障
と
捜
査
の
必
要
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
二
〇
一
四
年
改
正
で
あ
っ
た

が
、
近
時
、
捜
査
の
必
要
性
を
重
視
す
る
方
向
に
衡
量
の
傾
き
を
変
え
る
か
の
よ
う
な
動
き
も
見
ら
れ
る
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
提
示

さ
れ
た
通
信
保
障
及
び
監
察
法
の
部
分
改
正
草
案
が
そ
れ
で
あ
る（

（（
（

。

二　

改
正
草
案
の
説
明
に
よ
れ
ば
、二
〇
一
四
年
改
正
に
お
い
て
、通
信
記
録
調
査
に
対
す
る
制
約
な
ど
が
増
訂
さ
れ
た
が
、こ
れ
に
よ
っ

て
実
務
運
用
が
難
航
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
改
正
案
を
立
案
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
⑴
　
即
ち
、
ま
ず
、
通
信
記
録
や
通
信
を
使
用
し
た
者
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
へ
の
影
響
は
軽
微
で
あ

る
か
ら
、
裁
判
官
に
よ
る
留
保
は
必
要
な
い
と
し
て
、
関
連
規
定
（
第
三
条
の
一
及
び
第
一
一
条
の
一
）
は
削
除
す
べ
き
と
提
案
さ
れ
て
い

る
。⑵　

次
に
、
第
五
条
第
一
項
の
通
信
監
視
の
対
象
犯
罪
と
し
て
、
流
通
食
品
に
毒
物
を
盛
る
場
合
等
と
か
、
食
品
安
全
衛
生
管
理
法
関

連
犯
罪
な
ど
を
追
加
す
る
と
共
に
、
別
事
案
で
あ
っ
て
も
関
連
性
が
あ
っ
て
証
拠
が
共
通
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
一
括
し

て
通
信
監
視
令
状
を
申
請
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
点
が
提
案
さ
れ
た
（
第
五
条
）。

⑶　

第
三
に
、
監
視
記
録
内
容
が
監
視
目
的
と
関
連
性
が
な
い
場
合
、
記
録
内
容
を
反
映
し
た
書
面
を
作
成
出
来
な
い
が
、
関
連
性
の

判
断
に
際
し
て
は
他
の
証
拠
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
執
行
機
関
員
に
直
ち
に
認
定
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
恐
れ
が
あ
る
の



五
一

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

で
、
他
の
目
的
で
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
法
律
が
明
確
に
規
定
し
て
い
る
場
合
と
い
う
要
件
を
追
加
す
る
べ
き
で
あ
る
（
つ
ま
り
、

監
視
目
的
と
の
間
に
関
連
性
が
な
く
、
且
つ
他
の
目
的
で
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
法
律
が
明
確
に
規
定
し
て
い
る
場
合
に
、
記
録
内
容
を
反
映
し
た

書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
と
提
案
さ
れ
た
（
第
一
三
条
）。

⑷　

第
四
に
、
他
の
事
案
の
違
法
収
集
証
拠
で
当
該
事
案
に
お
い
て
適
法
に
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
法
な
使
用
を
制
約
す

る
と
犯
罪
を
保
護
す
る
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
、
捜
査
段
階
で
裁
判
所
が
証
拠
能
力
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
と
被
告
人

の
審
理
を
受
け
る
権
利
が
剝
奪
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
更
に
違
法
な
通
信
監
視
及
び
通
信
監
視
で
得
ら
れ
た
資
料
の
違
法
使
用
に
つ

い
て
は
、
通
信
監
察
法
第
一
九
条
〜
第
二
八
条
で
実
体
上
罰
則
規
定
が
あ
り
、
ま
た
刑
事
訴
訟
法
上
規
定
が
整
っ
て
い
る
こ
と
と
い
う
理

由
か
ら
、
通
信
監
視
（
通
常
・
緊
急
）
ま
た
は
国
家
安
全
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
を
執
行
し
て
い
る
際
に
偶
然
的
に
他
の

事
案
の
内
容
に
つ
い
て
捕
捉
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
証
拠
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
等
を
定
め
る
新
法
第
一
八
条
の
一
を
削
除
す
べ
き
で

あ
る
と
提
案
さ
れ
た（

（（
（

。

⑸　

第
五
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
第
三
二
条
の
一
第
二
項
は
、
立
法
院
は
担
当
者
を
、
電
信
事
業
・
郵
政
事
業
そ
の
他
通
信

監
視
を
協
力
し
て
執
行
す
る
機
関
等
に
随
時
派
遣
し
た
り
等
し
て
通
信
監
視
の
執
行
情
況
を
監
督
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
旨
定
め
る
が
、

こ
れ
は
立
法
院
（
国
会
）
職
権
行
使
法
第
八
章
の
定
め
と
抵
触
す
る
の
で
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
た
（
第
三
二
条
の
一
）。

四
⑴　

以
上
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
改
正
の
人
権
保
護
的
側
面
を
か
な
り
後
退
さ
せ
る
面
も
見
ら
れ
る
と
い
う
印
象
を
否
定

出
来
ず
、
法
改
正
の
直
後
に
改
正
案
が
提
起
さ
れ
る
点
に
は
意
外
さ
を
禁
じ
得
な
い
面
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
改

正
法
、
特
に
第
一
八
条
の
一
に
つ
い
て
批
判
さ
れ
て
い
た
点
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
論
点
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

⑵　

即
ち
、
上
記
三
の
第
四
の
改
正
点
に
主
と
し
て
関
わ
る
が
、
そ
も
そ
も
証
拠
排
除
は
事
後
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
か
ら
、
こ



五
二

れ
に
よ
っ
て
別
件
・
偶
然
盗
聴
が
な
く
な
る
訳
で
は
な
い
し
、
特
に
捜
査
段
階
で
裁
判
所
が
証
拠
能
力
を
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

副
作
用
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
具
体
的
に
は
、
①
捜
査
活
動
は
浮
動
的
な
要
素
を
多
く
含
む
た
め
、
当
初
は
適
法
で
あ
っ
て
も

当
該
対
象
事
案
の
監
視
中
に
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
罪
名
の
犯
罪
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
入
っ
て
来
る
可
能
性
も
あ
る
し
、従
っ
て「
他

案
件
」
の
判
断
基
準
が
不
明
確
で
あ
り
、
判
断
が
主
観
的
・
恣
意
的
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
②
偶
然
的
に
他
の
事
案
の
内

容
に
つ
い
て
捕
捉
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
七
日
以
内
に
裁
判
所
に
報
告
し
、
裁
判
所
が
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
各
審
査
毎
に
裁
判
官

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
、
③
他
の
事
案
の
内
容
に
つ
い
て
捕
捉
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
七
日
以
内
に
裁
判
所
に
報
告
す
る
が
、

こ
の
段
階
で
は
被
疑
者
に
対
審
審
問
な
ど
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
異
議
を
述
べ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④
別
件
盗
聴

の
対
象
犯
罪
を
当
初
軽
罪
と
認
定
し
、
裁
判
所
が
当
該
盗
聴
を
許
可
し
な
い
と
判
断
し
た
が
、
被
害
者
が
後
に
死
亡
し
た
場
合
、
裁
判
所

に
証
拠
能
力
を
認
め
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
当
初
の
裁
判
所
の
判
断
に
拘
束
力
を
認
め
る
と
不
都
合

が
生
じ
得
る
反
面
、
拘
束
力
を
認
め
な
け
れ
ば
当
初
の
審
査
が
無
駄
に
終
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
裁
判
所
の
負
担
軽
減
に
な
ら
な
い
等
の
問

題
が
別
途
生
じ
得
る
こ
と
、
⑤
捜
査
段
階
に
お
け
る
裁
判
官
の
調
査
権
限
の
方
が
審
判
の
準
備
段
階
に
お
け
る
裁
判
官
の
権
限
よ
り
も
、

証
拠
能
力
決
定
権
限
な
ど
の
面
で
大
き
い
と
い
う
の
は
違
和
感
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
内
、
特
に
⑤
に
関
わ
る
が
、
捜
査
段
階
で
裁
判
所
が
証
拠
排
除
を
す
る
こ
と
の
可
否
と
い
う
論
点
は
比
較
法
的
に
も
興
味
深

い
と
言
い
得
よ
う
。
こ
の
点
、
近
時
、
中
華
人
民
共
和
国
は
、
死
刑
案
件
審
理
に
お
け
る
証
拠
の
判
断
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
に
関
す

る
規
定
・
刑
事
案
件
審
理
に
関
す
る
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
審
理
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
に
関
す
る
規
定
（
二
〇
一
〇
年
）
や
新
刑

事
訴
訟
法
（
二
〇
一
三
年
施
行
）
に
お
い
て
、
捜
査
段
階
で
違
法
収
集
証
拠
排
除
の
判
断
を
行
う
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
る
。
中
華
人
民
共

和
国
の
場
合
は
、
公
安
（
警
察
）
機
関
・
人
民
検
察
院
が
証
拠
排
除
の
主
体
と
な
る
の
で
、
証
拠
排
除
の
判
断
を
独
立
の
立
場
か
ら
客
観



五
三

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

的
に
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
公
安
機
関
・
検
察
院
・
裁
判
所
相
互
の
権
力
分
立
が
果
た
さ
れ
ず
に
捜
査
中
心
と
な
っ

て
司
法
機
関
の
独
立
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
点
で
批
判
が
な
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
ま
た
、
検
察
権
の
司
法
化
、
客
観
性
・
公

正
性
の
理
論
化
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
ど（

（（
（

、
台
湾
の
場
合
と
は
情
況
が
異
な
る
が
、
台
湾
に
お
い
て
も
検
察
官
の
内
部
統
制
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
構
築
は
必
要
と
主
張
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
違
法
捜
査
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
の
相
互
検
証
と
い
う
点
で
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。⑶　

ま
た
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
法
第
一
八
条
の
一
第
二
項
・
第
三
項
は
、
通
常
・
緊
急
の
通
信
監
視
ま
た
は
国
家
安
全
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
の
通
信
監
視
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
た
内
容
ま
た
は
派
生
的
な
証
拠
等
で
監
視
等
の
目
的
と
関
係
な
い
も
の
、
及
び
通
信

保
障
及
び
監
察
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
の
関
連
規
定
に
違
背
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
手
続
に
お
い
て
証
拠
等
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
出

来
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
目
的
外
使
用
の
範
囲
等
に
つ
い
て
特
に
条
文
を
分
け
て
規
制
を
図
っ
て
い
る
点
は
目

的
外
使
用
を
全
く
不
可
能
に
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
人
権
保
護
に
傾
斜
す
る
余
り
、
法
執
行
活
動
に
困
難
を
来
し
か
ね
ず
、
国
家
安
全
・
社

会
秩
序
維
持
、
国
民
の
権
利
保
護
に
却
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
と
な
る
。
従
っ
て
、
国
家
は
公
共
安
全
・
公
共
秩
序
維
持
、
国
民
の
人
身

保
護
の
た
め
に
、
通
信
の
秘
密
の
保
護
の
例
外
と
し
て
目
的
外
使
用
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
主
張
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

⑷　

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
通
信
監
視
中
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
別
件
の
証
拠
の
証
拠
能
力
に
関
し
て
、
プ
レ
イ

ン
・
ヴ
ュ
ー
法
理
（plain view

 doctrine

）
を
通
信
傍
受
・
電
子
監
視
に
適
用
す
べ
き
か
、
す
べ
き
と
し
て
そ
の
程
度
如
何
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
①
無
制
約
説
（
偶
然
発
見
さ
れ
た
別
件
の
証
拠
を
排
除
す
る
こ
と
は
法
執
行
機
関
員
の
証
拠
収
集
目

的
を
阻
害
し
、
真
実
発
見
に
有
害
と
な
る
一
方
で
、
現
在
の
電
子
監
視
立
法
に
お
い
て
既
に
安
全
弁
が
設
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
に

よ
る
傍
受
の
排
除
乃
至
制
約
を
し
て
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
に
更
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
捉
え
る
）、
②
厳
格
制
限
説
（
通
信
監
視
に
よ



五
四

る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
は
通
常
捜
索
と
比
べ
て
も
大
き
く
、
通
信
監
視
に
よ
る
、
特
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
に
関
す
る
証
拠
の
発
見
の
可
能
性
は
通

常
の
捜
索
と
比
べ
て
も
ず
っ
と
高
い
の
で
、
偶
然
の
・
意
図
し
な
い
と
い
う
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
国
民
の
通
信
の
秘
密
を
保
障
す
る

た
め
に
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
別
件
の
証
拠
の
証
拠
能
力
を
認
め
な
い
と
す
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
立
法
で
そ
も
そ
も
通
信
監
視
・
盗
聴
の
要
件
は

厳
格
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
侵
害
性
は
最
小
化
さ
れ
て
い
る
と
か
、
効
果
的
な
法
執
行
を
阻
害
す
る
反
面
、
個
人
の
重
要
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益

に
貢
献
す
る
訳
で
は
な
い
等
と
の
批
判
が
あ
る
）、
③
折
衷
説
（
相
対
的
制
約
説
。
一
九
六
八
年
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律

［O
m

nibus Crim
e Control and Safe Streets A

ct

］
第
三
編
や
通
信
監
視
に
関
す
る
多
く
の
州
法
が
こ
の
立
場
と
さ
れ
、
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
法
理

を
通
信
監
視
に
拡
大
す
る
が
、
そ
の
適
用
に
手
続
的
要
件
・
罪
種
の
限
定
な
ど
一
定
の
制
約
を
課
す
見
解
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
通
信
監
視

と
捜
索
の
性
質
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
罪
名
の
限
定
な
ど
制
約
条
件
は
通
信
監
視
の
方
が
厳
し
い
た
め
、
別
件
監
視
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
証
拠
に
つ
い

て
も
許
容
範
囲
は
相
対
的
に
厳
格
に
設
定
さ
れ
、
通
信
監
視
令
状
記
載
の
罪
と
別
件
と
が
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
証
拠
能
力
が
認
め
ら
れ
る
と

す
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
当
該
制
約
根
拠
は
旧
式
で
法
執
行
を
不
必
要
に
阻
害
す
る
と
か
、
他
の
通
信
監
視
立
法
で
は
保
護
さ
れ
て
い
な
い
プ
ラ

イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
に
寄
与
す
る
訳
で
は
な
い
、
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
傍
受
を
立
法
に
規
定
す
る
犯
罪
に
限
定
す
る
と
い
う
政
策
的
根
拠
に
欠
け
る

と
い
っ
た
批
判
が
存
す
る
）
な
ど
と
い
う
形
で
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
関
連
連
邦
典
（
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る

法
律
）
は
、
大
要
、「
電
話
・
口
頭
で
の
会
話
・
電
子
通
信
を
令
状
に
基
づ
い
て
傍
受
し
て
い
る
法
執
行
機
関
員
が
、
令
状
な
ど
で
特
定
さ

れ
た
犯
罪
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
電
話
・
口
頭
で
の
会
話
・
電
子
通
信
の
傍
受
を
行
う
場
合
、
そ
の
内
容
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
（
派
生
）

証
拠
は
、
当
該
法
執
行
機
関
員
の
義
務
達
成
の
た
め
に
相
当
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
本
条
第
一
項
・
第
二
項
に
則
り
開
示
乃
至
使
用
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
当
該
内
容
・
証
拠
に
つ
い
て
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
官
が
、
そ
の
後
の
申
請
に
お
い
て
、
当
該
内
容
は
本
章
の
条
文

に
則
り
別
の
情
況
に
お
い
て
も
傍
受
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
認
定
し
て
認
め
れ
ば
、
本
条
第
三
項
の
も
と
で
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
」



五
五

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

旨
定
め
て
お
り（

（（
（

、
令
状
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
別
件
の
罪
名
に
関
す
る
会
話
等
も
、
事
後
的
に
申
請
し
て
裁
判
官
の
許
可
を
得
れ
ば
証
拠

能
力
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
九
六
八
年
に
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
法
執
行
機
関
員
が
、
適
切
に
裁
判
所

に
よ
っ
て
発
付
さ
れ
た
令
状
に
基
づ
い
て
電
子
監
視
に
よ
る
通
話
傍
受
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
傍
受
執
行
の

際
に
対
象
通
話
の
特
定
性
が
厳
格
に
求
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
執
行
の
過
程
で
、
法
執
行
機
関
員
が
当
初
の
特
定
さ
れ
た
犯
罪
と
は
無

関
係
の
通
話
を
傍
受
し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
た
め
、
連
邦
議
会
に
せ
よ
多
く
の
州
議
会
に
せ
よ
、
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
法
理
の

通
話
傍
受
へ
の
拡
張
適
用
を
企
図
し
た
。
た
だ
、
通
話
傍
受
と
従
前
の
捜
索
と
で
は
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
程
度
が
異
な
る

た
め
、
上
記
法
理
を
そ
の
儘
通
話
傍
受
に
当
て
嵌
め
て
良
い
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
一
致
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
連

邦
最
高
裁
が
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
法
理
を
確
立
し
た
の
は
一
九
六
八
年
よ
り
後
の
一
九
七
一
年Coolidge

事
件（

（（
（

に
お
い
て
で
あ
り
、
当

該
判
決
に
よ
っ
て
上
記
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律
第
二
五
一
七
条
第
五
項
の
基
底
に
あ
る
理
由
付
け
は
時
代
遅

れ
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
第
二
五
一
七
条
第
五
項
の
解
釈
に
際
し
て
は
こ
れ
を
緩
や
か
に
解
す
る
裁
判
所
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
評
さ
れ
た
。
即
ち
、
法
執
行
機
関
員
が
捜
索
執
行
中
に
、
捜
索
令
状
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
本
件
乃
至
別
件
の
物
品
を
発
見
し
た

場
合
は
、
別
に
裁
判
官
に
許
可
の
請
求
を
す
る
必
要
な
く
付
帯
的
に
差
押
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
基
本
的
に
は
同
じ

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
上
記
第
二
五
一
七
条
第
五
項
の
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
し
、
以
下
の
三
類
型
に
つ

い
て
別
件
盗
聴
に
よ
り
得
ら
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
を
認
め
て
い
る
と
言
わ
れ
る（

（（
（

。
即
ち
、
①
類
似
犯
罪
例
外
類
型
に
お
い
て
は
、
口
実

と
な
る
捜
索
活
動
を
防
ぐ
と
い
う
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律
第
二
五
一
七
条
第
五
項
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
法

の
解
釈
を
柔
軟
に
行
い
、
も
と
の
令
状
で
特
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
と
別
件
で
情
報
が
明
ら
か
に
な
っ
た
犯
罪
が
性
質
上
類
似
し
て
い
る



五
六

た
め
、
も
と
の
令
状
申
請
が
口
実
と
は
考
え
難
い
場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
る
承
認
要
件
を
緩
和
す
る
（
別
件
が
通
信
監
視
令
状
記
載
の
犯
罪

に
付
属
す
る
場
合
や
、
別
件
の
犯
罪
構
成
要
件
と
通
信
監
視
令
状
記
載
の
犯
罪
構
成
要
件
が
同
じ
で
あ
る
場
合
な
ど
に
許
容
さ
れ
得
る
）。
ま
た
、
②
不

可
分
の
例
外
類
型
は
、
捜
索
活
動
が
口
実
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う
観
点
か
ら
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律
第

二
五
一
七
条
第
五
項
の
要
件
を
緩
和
す
る
点
で
①
の
例
外
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
事
案
で
発
展
し
た

（
例
え
ば
、
麻
薬
犯
罪
の
通
信
監
視
を
実
施
し
て
い
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
上
の
犯
罪
・
組
織
犯
罪
の
通
信
監
視
を
申
請
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違

反
の
調
査
の
た
め
に
使
用
可
能
と
す
る
裁
判
例
が
見
ら
れ
る
）。
更
に
、
③
黙
示
授
権
法
則
例
外
類
型
に
お
い
て
は
、
通
信
監
視
令
状
延
長
申
請

な
ど
の
際
に
偶
然
別
件
に
関
す
る
通
信
内
容
が
入
っ
て
い
る
が
、
裁
判
官
が
通
信
監
視
延
長
を
許
可
し
た
場
合
は
、
裁
判
所
は
黙
示
的
に

別
件
監
視
を
許
可
し
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
な
り
、
別
件
に
つ
い
て
の
証
拠
を
許
容
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
①
・
②
は
令
状
に
お
い
て

特
定
さ
れ
た
犯
罪
以
外
の
犯
罪
に
関
す
る
会
話
と
い
う
点
に
つ
い
て
緩
や
か
な
解
釈
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
③
は
遡
及
的
に
修
正

す
る
た
め
に
事
後
的
に
申
請
す
る
点
や
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
傍
受
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
よ
る
承

認
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
緩
や
か
な
解
釈
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

台
湾
に
お
い
て
、
改
正
法
に
反
対
し
、
例
外
と
し
て
の
目
的
外
使
用
を
比
較
的
緩
や
か
に
認
め
よ
と
す
る
見
解
は
、
か
か
る
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
動
向
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

一
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
他
の
犯
罪
に
関
連
す
る
通
信
・
会
話
の
傍
受
を
認
め
る
こ
と
の
合
憲
性
の
根
拠
を
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー

の
法
理
に
求
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
令
状
に
拠
る
こ
と
の
利
益
を
譲
歩
さ
せ
て
も
、
他
の
優
越
す
る
利
益
（
物
件
保

全
の
利
益
）
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
か
ら
合
理
的
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
、「
不
合
理
な
」
捜
索
・
押
収
を
受
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
す
る
規
定
の
仕
方
に
な
っ
て
い
る
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
の
下
で
は
成
り
立
ち
得
る
か



五
七

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

も
知
れ
な
い
が
、
令
状
主
義
の
原
則
を
よ
り
正
面
か
ら
、
且
つ
、
僅
か
に
「
第
三
三
条
の
場
合
」（
逮
捕
が
な
さ
れ
る
場
合
）
の
み
を
除
外

す
る
と
い
う
相
当
厳
格
な
形
で
明
示
し
て
い
る
日
本
国
憲
法
第
三
三
条
や
第
三
五
条
の
下
で
、
そ
こ
迄
緩
や
か
な
解
釈
が
採
れ
る
か
は
疑

問
で
あ
り
、
押
収
な
ど
に
つ
い
て
、
特
定
の
犯
罪
の
証
拠
等
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
物
件
が
現
に
存
在
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
保
全
す
べ

き
緊
急
の
必
要
性
が
高
い
時
に
は
令
状
主
義
の
例
外
を
認
め
て
も
良
い
が
、
捜
索
に
つ
い
て
は
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
等
を
よ
り
広

範
且
つ
回
復
し
難
い
形
で
侵
害
す
る
結
果
と
な
り
得
る
か
ら
、
他
の
犯
罪
の
証
拠
等
が
存
在
す
る
蓋
然
性
が
如
何
に
高
く
と
も
、
無
令
状

の
緊
急
捜
索
を
許
す
こ
と
は
や
は
り
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
捉
え
る
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
法
理

と
の
距
離
の
取
り
方
は
、
─
無
論
、
論
者
に
よ
っ
て
幅
は
あ
る
も
の
の
─
同
一
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

⑸　

違
法
収
集
証
拠
排
除
に
関
し
て
も
、
新
法
は
二
〇
〇
七
年
改
正
で
定
め
ら
れ
た
重
大
な
違
反
事
情
と
い
う
要
件
を
取
り
除
き
、
捜

査
・
裁
判
・
そ
の
他
の
手
続
の
証
拠
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
用
途
で
も
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
（
第
一
八

条
の
一
第
二
項
）
と
い
う
要
件
を
追
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
派
生
証
拠
排
除
に
つ
い
て
も
、
例
外
規
定
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
り
、
裁
判

所
に
事
案
毎
の
判
断
を
授
権
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
鑑
み
て
、
総
体
と
し
て
証
拠
排
除
の
範
囲
を
拡
大
し
て
（
派
生
証
拠
に
迄
排
除
を
拡
大

し
て
い
る
）
厳
格
な
排
除
を
行
う
と
い
う
の
が
立
法
者
意
思
で
あ
り
、
こ
れ
は
過
度
の
禁
止
で
あ
る
と
評
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

即
ち
、仮
に
立
法
者
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
「
毒
樹
の
果
実
の
理
論
」
を
採
用
し
て
派
生
証
拠
の
排
除
を
企
図
し
て
い
る
に
せ
よ
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
毒
樹
果
実
理
論
の
例
外
と
し
て
、
独
立
源
の
理
論
・
不
可
避
的
発
見
（
必
然
的
発
見
）
の
理
論
・
希
釈
性

理
論
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
も
後
続
手
続
が
独
立
し
て
お
り
個
別
に
は
独
立
し
た
適
法
行
為
の
場
合
と

か
、
先
行
の
違
法
手
続
と
は
因
果
関
係
が
な
い
場
合
な
ど
は
毒
樹
果
実
理
論
は
適
用
さ
れ
ず
、
証
拠
排
除
の
射
程
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る

な
ど
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
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第
四
章　

我
が
国
へ
の
示
唆

一　

以
上
簡
単
に
概
観
し
た
近
時
の
台
湾
に
お
け
る
通
信
監
視
を
巡
る
変
化
は
我
が
国
に
如
何
な
る
示
唆
を
与
え
得
る
か
に
つ
い
て
、
簡

単
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

通
信
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
通
信
傍
受
法
（
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
）
は
、
傍
受
の
対
象
と
な
る
通
信

を
、
電
気
通
信
の
内
、
ⅰ 
そ
の
伝
送
路
の
全
部
若
し
く
は
一
部
が
有
線
で
あ
る
も
の
、
ま
た
は 

ⅱ 

そ
の
伝
送
路
に
交
換
設
備
が
あ
る
も

の
に
限
ら
れ
る
と
定
め
て
お
り
（
第
二
条
）、
伝
送
路
の
全
部
が
無
線
で
あ
る
場
合
は
、
特
定
の
相
手
方
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
電
波
は
広
く
空
間
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
通
信
手
段
乃
至
通
信
内
容
の
伝
達
経
路
自
身
が
も

と
も
と
閉
鎖
的
性
質
を
有
し
て
お
ら
ず
、
無
線
通
信
の
存
在
ま
た
は
内
容
を
探
知
し
て
も
通
信
の
秘
密
の
侵
害
と
な
ら
な
い
か
ら
、
本
法

の
対
象
と
な
る
「
通
信
」
に
該
当
せ
ず
、
捜
査
機
関
は
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
一
項
に
基
づ
く
任
意
処
分
と
し
て
傍
受
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
と
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
電
気
通
信
と
は
、
電
磁
的
方
式
に
よ
り
符
号
・
音
響
ま
た
は
影
像
を
送
り
、
伝
え
、
ま
た
は
受
け

る
も
の
で
、
単
な
る
口
頭
の
会
話
は
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
［
連
邦
法
］・
ド
イ
ツ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
タ
リ
ア
等
と
異
な
り
）
本
法
の
通
信
に
当
た
ら
な

い
と
も
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
で
は
、
─
既
に
触
れ
た
よ
う
に
申
請
件
数
が
異
な
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
多
い
か
は
一
概
に
は
断
じ
得
な

い
が
─
そ
も
そ
も
無
線
電
信
や
言
論
・
談
話
を
も
保
護
の
対
象
と
し
て
い
る
台
湾
通
信
監
察
法
（
第
三
条
）
と
は
、
規
制
の
前
提
が
異
な
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三　

傍
受
の
期
間
に
つ
い
て
、
我
が
通
信
傍
受
法
は
傍
受
が
出
来
る
期
間
と
し
て
一
〇
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
傍
受
令
状
を
発
し
、
必
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

要
が
あ
る
と
認
め
る
時
は
検
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
員
の
請
求
に
よ
り
、
一
〇
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
傍
受
が
出
来
る
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
総
じ
て
三
〇
日
を
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
第
五
条
第
一
項
・
第
七
条
第
一
項
）。
こ
の
点
は
、
そ

も
そ
も
諸
外
国
の
例
（
通
信
傍
受
法
制
定
時
点
に
お
い
て
、
傍
受
が
出
来
る
期
間
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
［
連
邦
］
が
三
〇
日
以
内
、
イ
ギ
リ
ス
が
二

箇
月
、
ド
イ
ツ
が
三
箇
月
以
内
、
フ
ラ
ン
ス
が
四
箇
月
以
内
。
延
長
・
更
新
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
［
連
邦
］
が
延
長
三
〇
日
以
内
、
延
長
回
数
に
制
限

な
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
国
家
の
利
益
の
た
め
、
ま
た
は
連
合
王
国
の
経
済
の
安
定
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
時
は
六
箇
月
、
そ
れ
以
外
の
時
は
一
箇
月

の
期
間
、
令
状
の
更
新
が
可
能
、
ド
イ
ツ
は
延
長
期
間
は
三
箇
月
だ
が
、
延
長
回
数
は
無
制
限
、
フ
ラ
ン
ス
は
四
箇
月
を
限
度
と
し
て
更
新
が
出
来
、
更

新
回
数
に
制
限
な
し
）（

（（
（

を
も
参
考
と
し
つ
つ
、
余
り
に
長
期
間
に
亘
っ
て
傍
受
が
出
来
る
と
す
る
の
は
関
係
者
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
適

当
で
は
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
限
定
し
て
定
め
た
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
─
更
新
回
数
の
限
定

の
違
い
が
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
改
正
法
が
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
長
い
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
が
─
、
少
な
く
と
も
改
正
法

で
あ
っ
て
も
我
が
国
よ
り
は
期
間
限
定
は
緩
や
か
と
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
期
間
減
縮
の
適
否
に
つ
い
て
は
将
来
更
に
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り（

（（
（

、
我
が
国
の
謙
抑
的
な
態
度
は
、
現
時
点
で
依
然
妥
当
な
方
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。

四
⑴　

台
湾
の
改
正
法
に
お
い
て
は
別
件
盗
聴
に
つ
い
て
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
我
が
国
の
通
信
傍
受
法
は
、
第
一
四
条

（
他
の
犯
罪
の
実
行
を
内
容
と
す
る
通
信
の
傍
受
）
に
お
い
て
、「 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間
に
、
傍
受
令
状

に
被
疑
事
実
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
犯
罪
以
外
の
犯
罪
で
あ
っ
て
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の
又
は
死
刑
若
し
く
は
無
期
若
し
く
は
短
期
一

年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
も
の
を
実
行
し
た
こ
と
、
実
行
し
て
い
る
こ
と
又
は
実
行
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
と
明

ら
か
に
認
め
ら
れ
る
通
信
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
通
信
の
傍
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
本
件
傍
受
に
つ
い
て
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は
、
ⅰ 

対
象
犯
罪
が
別
表
に
掲
げ
る
も
の
又
は
死
刑
若
し
く
は
無
期
若
し
く
は
短
期
一
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
も
の

に
限
ら
れ
る
、
ⅱ 

傍
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
通
信
は
、
犯
罪
を
「
実
行
し
た
こ
と
、
実
行
し
て
い
る
こ
と
又
は
実
行
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
」
通
信
で
あ
り
、
本
来
の
傍
受
の
対
象
で
あ
る
、
犯
罪
の
実
行
に
「
関
連
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
通
信
」
よ
り
も
限
定
さ
れ
る
、

ⅲ 

ⅰ 

及
び 
ⅱ 
を
満
た
す
通
信
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
限
ら
れ
る
、
ⅳ 

ⅰ
〜
ⅲ 

を
満
た
す
通
信
が
、
令
状
に
よ
る
傍
受
の
実
施

の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
特
定
の
通
信
手
段
に
つ
い
て
、
令
状
に
よ
り
適
法
な
傍
受
が
実
施
さ
れ
て
い
る
間
に
行
わ
れ
た
場
合
に
限
り
、
こ

れ
を
傍
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
厳
格
な
制
約
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
通
信
に
つ
い
て
、
そ
の
場
で
保
全
し
な
け
れ
ば

保
全
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
証
拠
と
し
て
緊
急
に
保
全
す
る
必
要
性
が
特
に
大
き
く
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
通
信
で
あ
る
こ
と

が
明
白
で
あ
る
場
合
で
あ
る
の
で
、
当
該
傍
受
の
可
否
に
つ
い
て
裁
判
官
の
判
断
を
経
ず
に
傍
受
し
て
も
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
（
憲
法
第

三
三
条
は
、
緊
急
性
・
明
白
性
の
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
通
信
の
秘
密
よ
り
も
重
大
な
利
益
で
あ
る
人
身
の
自
由
で
あ
っ
て
も
裁
判
官
の
判
断
を
経
る

こ
と
な
く
制
約
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
通
信
の
秘
密
に
つ
い
て
、
同
様
に
上
記
の
よ
う
な
緊
急
性
及
び
明
白
性
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
も
、
常
に
裁
判
官
の
令
状
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
制
約
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
も
の
で
は
な
い
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
我
が
国
の
通
信
傍
受
法

第
一
四
条
に
お
い
て
は
、
台
湾
通
信
監
察
法
第
一
八
条
の
一
第
一
項
・
第
二
項
に
お
け
る
よ
う
な
関
連
性
の
要
件
（
も
と
の
通
信
監
視
目
的

と
関
連
性
の
な
い
他
事
案
の
通
信
内
容
・
派
生
証
拠
は
証
拠
等
と
し
て
使
用
出
来
な
い
が
、
関
連
性
が
あ
れ
ば
証
拠
等
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
構
成

を
取
る
）
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
（
通
信
傍
受
法
第
二
一
条
一
項
第
六
号
・
第
二
項
に
よ
り
、
第
一
四
条
に
規
定
す
る
通
信
に
つ
い
て
、
当
該
通
信
に

係
る
犯
罪
の
罪
名
及
び
罰
条
並
び
に
当
該
通
信
が
同
条
に
規
定
す
る
通
信
に
該
当
す
る
と
認
め
た
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員

は
、
傍
受
の
実
施
の
終
了
後
遅
滞
な
く
、
傍
受
令
状
を
発
付
し
た
裁
判
官
が
所
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
書
面
の
提

出
を
受
け
た
裁
判
官
は
こ
れ
が
第
一
四
条
に
規
定
す
る
通
信
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
通
信
の
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一

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

傍
受
の
処
分
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
審
査
に
お
い
て
も
関
連
性
の
要
件
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
）（

（（
（

。
こ
の
点
は
、
他
の

犯
罪
に
関
連
す
る
通
信
・
会
話
の
傍
受
は
、
こ
れ
を
保
全
す
る
根
拠
の
存
在
が
明
白
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
の
緊
急
性
が
高
い
た

め
、
令
状
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
独
自
の
緊
急
押
収
的
な
処
分
で
あ
る
と
位
置
付
け
、「
捜
索
」
に
相
当
す
る
傍
受
を
伴
う
も
の
で
な

い
以
上
、
目
的
と
す
る
通
信
・
会
話
が
な
さ
れ
る
迄
に
あ
る
程
度
の
期
間
継
続
し
て
傍
受
を
行
う
過
程
で
無
関
係
な
人
の
通
信
・
会
話
等

が
傍
受
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
ゆ
え
に
当
該
捜
索
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
・
緊
急
性
が
格
別
に
高
い
よ
う
な
犯
罪
に
限
る
と
い
う
限

定
に
拘
束
さ
れ
る
理
由
は
必
ず
し
も
な
い
と
す
る
有
力
な
見
解
を
踏
ま
え
た
も
の
か
も
知
れ
な
い（

（（
（

。
当
該
見
解
の
採
否
は
格
別
、
我
が
国

の
場
合
は
、
関
連
性
の
要
件
は
求
め
ら
れ
ず
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間
に
、
傍
受
令
状
に
被
疑
事
実
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
犯
罪

以
外
の
犯
罪
の
実
行
等
に
関
す
る
通
信
を
傍
受
す
る
こ
と
は
、
上
記
第
一
四
条
の
要
件
を
充
た
せ
ば
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

限
り
で
は
、
関
連
性
の
要
件
を
限
定
し
て
行
こ
う
と
い
う
二
〇
一
四
年
一
〇
月
台
湾
改
正
草
案
の
動
き
は
我
が
国
の
理
解
か
ら
も
想
定
可

能
と
評
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

⑵　

無
論
、
我
が
国
の
場
合
、
対
象
犯
罪
を
明
示
的
に
限
定
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
台
湾
の
場
合
に
、
関
連
性
の
要
件
を
要
求
せ
ず
に

仮
に
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
の
法
理
を
捜
索
と
し
て
の
通
信
監
視
に
及
ぼ
す
と
い
う
理
解
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
我
が
国
と

の
差
異
に
関
す
る
議
論
も
顕
在
化
し
て
来
よ
う
が（

（（
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
台
湾
の
か
か
る
動
向
を
観
察
す
る
こ
と
は
、「
関
連
性
」
と
い
う

要
件
を
ど
の
範
囲
で
要
求
す
べ
き
な
の
か
、
或
い
は
す
る
必
要
が
な
い
か
と
い
う
点
で
、
我
が
国
の
議
論
に
参
考
と
な
る
部
分
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
令
状
主
義
の
原
則
を
よ
り
正
面
か
ら
、
且
つ
相
当
厳
格
な
形
で
明
示
し
て
い
る
日
本

国
憲
法
第
三
三
条
や
第
三
五
条
の
よ
う
な
規
定
は
憲
法
に
は
見
ら
れ
な
い
が（

（（
（

、
我
が
国
同
様
に
基
本
的
に
は
大
陸
法
制
に
属
し
て
い
な
が

ら
、
我
が
国
と
異
な
り
、
無
令
状
の
緊
急
通
信
監
視
を
許
容
す
る
な
ど
、
共
通
の
土
俵
を
有
し
な
が
ら
顕
著
な
相
違
点
も
示
し
て
お
り
、
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か
か
る
差
異
を
認
識
し
な
が
ら
、
上
記
観
察
を
行
う
こ
と
に
は
相
応
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

五　

監
督
処
分
体
制
に
つ
い
て
は
、
台
湾
の
新
法
で
は
報
告
義
務
の
強
化
や
事
後
通
知
の
手
続
の
明
確
化
、
通
信
監
視
の
工
程
記
録
の
管

理
強
化
な
ど
を
図
り
、
通
信
監
視
の
透
明
化
に
一
層
の
配
慮
を
見
せ
た
。
こ
の
点
、
我
が
通
信
傍
受
法
は
、
第
二
一
条
に
お
い
て
、
検
察

官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
の
実
施
の
終
了
後
、
遅
滞
な
く
、
傍
受
の
実
施
の
状
況
を
記
載
し
た
書
面
を
、
傍
受
令
状
を
発
付
し
た
裁

判
官
が
所
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
な
ど
を
定
め
、
密
行
的
に
行
わ
れ
る
強
制
処
分
で
あ
る
通
信
傍
受

の
実
施
の
適
正
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
事
後
的
に
せ
よ
、
実
施
の
情
況
を
捜
査
機
関
以
外
の
者
で
あ
る
裁
判
官
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
同
第
二
三
条
は
、
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
信
の
当
事
者
に
対
し
、
傍
受
記
録

を
作
成
し
た
旨
及
び
所
定
事
項
を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
て
、
傍
受
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
信
の
当
事
者
が
傍

受
さ
れ
た
通
信
の
内
容
を
確
認
す
る
機
会
及
び
不
服
申
立
を
す
る
機
会
を
保
障
し
、
違
法
な
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
の
救
済
を
図
る
と
共

に
、
処
分
の
適
正
な
実
施
を
担
保
し
よ
う
と
し
た（

（（
（

。
第
二
三
条
に
お
い
て
は
、
傍
受
実
施
の
開
始
・
終
了
の
年
月
日
な
ど
に
つ
い
て
も
通

知
事
項
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
内
容
を
通
知
す
べ
き
と
定
め
て
お
り
、
同
第
二
項
は
、
原
則
型
と
し
て
、
通
信
の
当
事
者
が
特
定

で
き
な
い
場
合
又
は
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
を
除
き
、
傍
受
の
実
施
が
終
了
し
た
後
三
〇
日
以
内
に
こ
れ
を
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
て
、
何
時
迄
に
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
た
が
、
台
湾
の
今
回
の
改
正
は
、
資

料
管
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
規
定
を
含
め
て
我
が
法
を
よ
り
洗
練
さ
せ
て
行
く
べ
き
場
合
に
参
考
と
な
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
国
会

へ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
我
が
通
信
傍
受
法
第
二
九
条
は
、「
政
府
は
、
毎
年
、
傍
受
令
状
の
請
求
及
び
発
付
の
件
数
、
そ
の
請
求
及
び

発
付
に
係
る
罪
名
、
傍
受
の
対
象
と
し
た
通
信
手
段
の
種
類
、
傍
受
の
実
施
を
し
た
期
間
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間
に
お
け
る
通
話

の
回
数
、
こ
の
う
ち
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
（
傍
受
す
べ
き
通
信
に
該
当
す
る
通
信
）
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
通
信
（
他
の
犯
罪
の
実
行
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

を
内
容
と
す
る
通
信
傍
受
・
該
当
性
判
断
の
た
め
の
傍
受
の
対
象
と
な
っ
た
通
信
）
が
行
わ
れ
た
も
の
の
数
並
び
に
傍
受
が
行
わ
れ
た
事
件
に
関

し
て
逮
捕
し
た
人
員
数
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
罪
名
に
つ
い
て
は
、
捜
査
に
支
障
を
生
ず

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
障
が
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。」
旨
定
め
て
、
通
信
傍
受
の

制
度
の
在
り
方
や
運
用
情
況
に
つ
い
て
検
討
の
資
料
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る（

（（
（

。

六　

緊
急
監
視
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
二
節
三
、
第
三
章
四
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
我
が
国
で
は
緊
急
捜
索
を
認
め
な
い
見
解
が
有
力

で
あ
り
、
他
方
、
台
湾
で
は
緊
急
監
視
へ
の
批
判
は
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
通
信
監
察
法
第
六
条
は
緊
急
監
視
を
認
め
た
上

で
、
そ
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
彼
我
の
法
制
度
に
明
白
な
違
い
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
大
陸
法
系
の
刑

事
訴
訟
法
を
持
つ
両
国
に
お
い
て
本
制
度
の
動
向
が
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
─
別
件
盗
聴
の
事
例
と
同
様
で

は
あ
る
が
─
台
湾
の
情
況
を
見
守
る
意
義
は
大
き
い
と
評
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
八
年
の
刑
事

訴
訟
法
改
正
の
準
備
段
階
で
、
緊
急
捜
索
・
差
押
・
検
証
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
立
法
に
は
至
ら
な

か
っ
た
（
特
に
、
捜
索
・
検
証
に
つ
い
て
は
、
一
過
性
の
処
分
ゆ
え
、
事
後
の
令
状
審
査
に
意
味
が
な
く
、
違
憲
の
疑
い
を
否
定
出
来
な
い
と
い
う
理
由

か
ら
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
）（

（（
（

。
し
か
し
、
実
体
要
件
を
充
足
し
、
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
る
情
況
で
あ
れ
ば
緊
急
捜
索
・
押
収
は
立
法

自
体
違
憲
で
な
く
、
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法
上
も
許
容
さ
れ
る
と
の
見
解
も
依
然
有
力
に
主
張
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
台
湾
の
通
信
監
察
法
第
六
条

は
立
法
上
緊
急
監
視
を
認
め
て
い
る
例
と
し
て
注
目
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

七
⑴　

さ
て
、
平
成
二
七
年
初
頭
現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
、
通
信
傍
受
に
関
す
る
改
正
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る（

（（
（

。

①　
〔
対
象
犯
罪
の
拡
大
〕
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ⅰ　

通
信
傍
受
の
対
象
犯
罪
と
し
て
、
①
殺
傷
犯
等
関
係
（
現
住
建
造
物
等
放
火
・
殺
人
・
傷
害
・
傷
害
致
死
・
爆
発
物
の
使
用
）、
②
逮
捕
・
監
禁
、

略
取
・
誘
拐
関
係
、
③
窃
盗
・
強
盗
関
係
、
④
詐
欺
・
恐
喝
関
係
、
⑤
児
童
ポ
ル
ノ
関
係
の
犯
罪
を
追
加
す
る
（
要
綱
一
別
表
第
2
）。

ⅱ　

新
た
に
追
加
す
る
対
象
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
が
規
定
す
る
傍
受
の
実
施
要
件
に
加
え
て
、「
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
役

割
の
分
担
に
従
っ
て
行
動
す
る
人
の
結
合
体
に
よ
り
行
わ
れ
る
と
疑
う
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
」
こ
と
を
要
件
と
す
る（
要
綱
一
1
〜

3
）。

②　
〔
特
定
装
置
を
用
い
る
傍
受
の
導
入
〕

ⅰ　

特
定
装
置
（
傍
受
し
た
通
信
や
傍
受
の
経
過
を
自
動
的
に
記
録
し
、
こ
れ
を
即
時
に
暗
号
化
す
る
機
能
等
を
有
す
る
装
置
）
を
用
い
る
こ
と

で
、
立
会
い
・
封
印
を
不
要
と
し
、
か
つ
、
通
信
内
容
の
聴
取
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
方
法
に
よ
る
傍
受
と
そ
の
聴
取
等
を
事

後
的
に
行
う
方
法
に
よ
る
傍
受
を
可
能
と
す
る
（
要
綱
二
1
）。

ⅱ　

暗
号
化
・
復
号
化
に
必
要
な
鍵
は
、
裁
判
所
の
職
員
が
作
成
す
る
も
の
と
す
る
（
要
綱
二
3
）。

ⅲ　

特
定
装
置
を
用
い
て
記
録
が
さ
れ
た
傍
受
の
原
記
録
は
、
傍
受
の
実
施
の
終
了
後
遅
滞
な
く
裁
判
官
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
も
の

と
す
る
（
要
綱
二
4
）。

③　
〔
通
信
事
業
者
等
の
施
設
に
お
け
る
通
信
内
容
の
一
時
記
録
を
伴
う
傍
受
の
導
入
〕

ⅰ　

通
信
事
業
者
等
の
施
設
に
お
い
て
傍
受
を
実
施
す
る
場
合
に
も
、
通
信
内
容
を
暗
号
化
し
て
一
旦
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
信

内
容
の
聴
取
等
を
事
後
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
（
要
綱
三
1
）。

ⅱ　

暗
号
化
・
復
号
化
に
必
要
な
鍵
は
、
裁
判
所
の
職
員
が
作
成
す
る
も
の
と
す
る
（
要
綱
三
3
）。

ⅲ　

傍
受
の
原
記
録
に
つ
い
て
の
封
印
や
裁
判
官
へ
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
の
規
定
に
よ
る
傍
受
の
場
合
と
同
様
と
す
る
。
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

⑵　

こ
の
内
、
対
象
犯
罪
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
場
合
は
、
そ
の
評
価
に
争
い
は
あ
る
も
の
の
、
対
象
犯
罪
を
相
当
程
度
限

定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
漸
次
拡
大
す
る
と
い
う
方
向
性
を
採
っ
て
い
る
。
一
方
、
台
湾
の
場
合
は
、
法
定
刑
の
高

さ
を
第
一
の
基
準
と
し
て
そ
も
そ
も
か
な
り
広
範
囲
に
対
象
範
囲
を
設
定
し
て
お
り
、
我
が
国
の
場
合
と
比
べ
て
も
対
象
範
囲
が
拡
大
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
こ
の
点
に
お
い
て
は
我
が
国
の
行
き
方
は
基
本
的
に
妥
当
と
評
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
今
回
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
上
で
記
載
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
通
信
傍
受
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
盗
聴
捜
査
は
少
な
く

と
も
組
織
犯
罪
の
捜
査
手
法
に
限
定
さ
せ
、
一
般
犯
罪
へ
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
で
、
捜
査
機
関
の
恣
意
的
な
濫
用
を
未
然
に
防
ぐ
必

要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
詐
欺
罪
や
窃
盗
罪
の
事
犯
は
極
め
て
数
が
多
く
、
そ
の
全
体
に
拡
大
す
る
こ
と
は
広
範
に
過
ぎ
、
犯
罪
と
無
関
係
な

日
常
の
生
活
関
係
通
信
の
捕
捉
が
飛
躍
的
に
広
範
囲
に
拡
大
す
る
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
我
が
国
の
立

法
当
初
に
お
い
て
は
、
通
信
傍
受
が
憲
法
の
保
障
す
る
通
信
の
秘
密
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
上
、
捜
索
・
差
押
等
の
従
来
の
強
制
処
分

と
は
異
な
り
、
継
続
的
且
つ
密
行
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
こ
の
捜
査
方
法
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら

れ
る
最
小
限
度
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
（
薬
物
関
連
犯
罪
・
銃
器
関
連
犯
罪
・
集
団
密
航
の
罪
・
組
織
的
な
殺
人
の
四
類
型
に

限
定
さ
れ
た
）（

（（
（

と
こ
ろ
、
我
が
国
の
社
会
情
勢
及
び
国
民
意
識
の
変
化
等
に
伴
い
、
捜
査
段
階
に
お
け
る
供
述
証
拠
の
収
集
が
困
難
化
し

て
い
る
点
に
鑑
み
、
解
明
困
難
と
さ
れ
る
組
織
犯
罪
に
も
的
確
に
対
処
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
共
に
、
公
判
廷
に
お
け
る
的
確
な
事
実
認

定
に
資
す
る
客
観
的
証
拠
を
よ
り
広
範
囲
に
収
集
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
振
り
込
め
詐
欺
や
集
団
に
よ
る
窃
盗
・
強
盗
、
ま
た
、

北
九
州
市
に
代
表
さ
れ
る
暴
力
団
に
よ
る
事
業
者
の
襲
撃
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
人
を
標
的
と
す
る
放
火
・
殺
人
等
の
暴
力
団

犯
罪
な
ど
に
お
い
て
も
、
組
織
の
上
位
者
に
捜
査
の
手
を
及
ぼ
す
べ
く
、
通
信
傍
受
の
対
象
犯
罪
を
拡
大
す
る
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ
る

に
至
っ
た（

（（
（

と
い
う
情
況
の
変
化
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
審
議
の
過
程
で
は
、
組
織
的
背
景
を
有
す
る
犯
罪
と
し
て
の
ヤ
ミ
金
融
関
連
犯
罪
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や
人
身
取
引
関
連
犯
罪
、
暴
力
団
関
連
犯
罪
と
し
て
の
賭
博
、
テ
ロ
関
連
犯
罪
と
し
て
の
内
乱
・
外
患
誘
致
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
や
外
為
法

違
反
、
資
金
洗
浄
関
係
犯
罪
な
ど
が
除
外
さ
れ
て
お
り
、
台
湾
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
現
状
に
お
い
て
は
相
当
程
度
謙
抑
的
な
態
度
を

有
し
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
は
可
能
と
は
言
え
よ
う（

（（
（

。

八　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
台
湾
通
信
監
察
法
と
我
が
通
信
傍
受
法
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的
に
は
大
陸
法
を
ベ
ー
ス
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
制
度
を
も
導
入
し
て
い
る
と
い
う
土
壌
の
も
と
に（

（（
（

、
犯
罪
捜
査
と
人
権
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
令
状
原
則
・
補
充
性
原
則
（
最

小
原
則
）・
透
明
性
原
則
（
監
視
内
容
の
報
告
・
通
知
な
ど
に
つ
い
て
規
律
）
な
ど
基
本
原
則
の
大
枠
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
評
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
で
触
れ
た
よ
う
な
偏
差
が
生
じ
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
時
々
の
情
況
を
も
踏
ま
え
つ

つ
、
如
何
な
る
価
値
選
択
を
行
っ
た
か
の
差
異
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
も
大
き
い
と
思
わ
れ
、
翻
っ
て
我
が
国
で
法
改
正
を
行
う
場
合
に

も
、
そ
の
時
々
の
情
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
如
何
な
る
価
値
選
択
を
行
う
こ
と
が
妥
当
な
の
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
参
考
と
な
る
資
料
を

提
示
す
る
も
の
と
し
て
、
台
湾
法
の
検
討
は
意
義
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

（
1
）
李
仁
淼
「
秘
密
通
訊
自
由
與
監
聴
」『
月
旦　

法
学
教
室
』
二
〇
一
四
年
一
月
号
六
頁
な
ど
参
照
。

（
2
）
通
信
監
察
（
通
信
監
視
）・
盗
聴
（
監
聴
）
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
条
文
上
、
通
信
監
察
の
執
行
方
法
と
し
て
盗
聴
・
録
音
・
撮
影
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
建
付
け
に
な
っ
て
お
り
（
通
信
監
察
法
第
一
三
条
第
一
項
参
照
）、
通
信
監
察
は
盗
聴
を
包
含
す
る
上
位
概
念
と
捉
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
（
以
前
は
電
話
の
盗
聴
が
専
ら
で
あ
っ
た
が
、
近
時
は
各
種
通
信
手
段
等
の
監
視
が
行
わ
れ
る
に
至
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
り
に
し

て
「
通
信
監
察
」
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
）。
林
鈺
雄
『
刑
事
訴
訟
法
（
上
冊
）』（
二
〇
一
〇
年　

元
照
出
版
）
四
三
九
頁
な
ど
参

照
。（

正
一
『
偵

法
制
專
題
研
究
』［
二
〇
〇
六
年　

元
照
出
版
］
二
九
一
頁
は
、「
監
聴
」・「
通
訊
（
信
）
監
察
」
と
い
っ
た
用
語
が
台
湾
の

文
献
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
一
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
）。
一
方
、
本
稿
で
は
、
通
信
監
察
（
通
信
監
視
）
に
つ
い
て
、

法
令
名
を
通
信
監
察
、
監
視
行
為
を
通
信
監
視
と
し
て
適
宜
使
い
分
け
て
い
る
が
、
両
者
の
厳
密
な
区
分
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
3
）
制
定
経
緯
と
し
て
、
陳
運
財
『
偵
査
與
人
権
』（
二
〇
一
四
年　

元
照
出
版
）
三
三
九
頁
以
下
、
鄧
立
军
『
中
国
港
澳
台
地
区
秘
密
偵

制
度
研
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

究
』（
二
〇
一
三
年　

中
国
社
会
科
学
出
版
社
）
一
三
九
頁
以
下
な
ど
を
主
と
し
て
参
照
し
た
。

（
4
）
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、「
白
暁
燕
誘
拐
惨
殺
事
件
」『
世
界
の
未
解
決
事
件
53
』（
平
成
二
五
年　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
五
〇
頁
以
下

な
ど
。

（
5
）
台
湾
で
は
、
中
国
大
陸
で
の
国
共
内
戦
に
敗
退
し
て
一
九
四
九
年
に
台
湾
に
撤
退
し
て
来
た
国
民
党
政
権
が
、
一
九
八
七
年
七
月
一
五
日
迄
強

権
政
治
に
よ
る
独
裁
体
制
を
敷
い
た
。
こ
の
間
、
台
湾
省
保
安
司
令
部
・
国
防
部
保
密
局
・
憲
兵
司
令
部
・
司
法
行
政
部
調
査
局
・
台
湾
省
刑
警

総
隊
な
ど
多
く
の
特
務
機
関
が
競
い
合
っ
て
国
民
を
共
産
主
義
者
と
疑
っ
て
逮
捕
等
す
る
白
色
テ
ロ
（
白
色
は
国
民
党
を
指
す
）
が
行
わ
れ
（
陳

紹
英
『
外
来
政
権
圧
制
下
の
生
と
死
』［
平
成
一
五
年　

秀
英
書
房
］、
黄
華
昌
『
台
湾
・
少
年
航
空
兵
』［
平
成
一
七
年　

社
会
評
論
社
］
な
ど
）、

そ
の
記
憶
が
国
民
の
間
に
大
き
く
残
っ
て
い
て
、
政
府
の
情
報
機
関
の
活
動
に
対
す
る
不
信
感
は
大
き
い
と
言
わ
れ
る
。

猶
、
盗
聴
制
度
が
政
治
的
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
に
お

い
て
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、海
渡
雄
一「
盗
聴
法（
通
信
傍
受
法
）の
立
法
過
程
の
批
判
的
検
討
と
そ
の
拡
大
を
く
い
と
め
る
た
め
の
課
題
」

石
塚
伸
一
・
岡
本
洋
一
・
楠
本
孝
・
前
田
朗
・
宮
本
弘
典
編
著
『
近
代
刑
法
の
現
代
的
論
点
』（
平
成
二
六
年　

社
会
評
論
社
）
一
三
四
頁
、
一
四

三
頁
、
一
五
一
頁
な
ど
参
照
。

（
6
）
比
例
原
則
か
ら
派
生
し
て
、
最
後
の
手
段
性
と
い
う
原
則
が
生
じ
る
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
林
豐
裕
・
李
欣
倫
・
李
鎮
宇
「
簡
評

二
〇
一
四
年
通
訊
保
障
及
監
察
法
増
修
條
文
」『
検
察
新
論
』
第
一
六
期
（
二
〇
一
四
年
）
六
一
頁
な
ど
。

（
7
）
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
四
三
─
四
頁
。

（
8
）
こ
の
間
、
刑
法
に
お
い
て
「
常
業
犯
」
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
二
〇
〇
六
年
五
月
三
〇
日
に
通
信
監
察
法
第
五
条
・
第
三
四
条
の
改
正

公
布
が
な
さ
れ
、
同
七
月
一
日
施
行
さ
れ
て
い
る
。

猶
、
二
〇
〇
七
年
頃
に
お
い
て
は
、
通
信
監
察
法
施
行
か
ら
八
年
程
経
過
し
、
前
世
紀
の
よ
う
に
盗
聴
が
濫
用
さ
れ
る
情
況
は
な
く
な
り
、
人

権
保
障
と
い
う
点
で
は
進
歩
が
あ
っ
た
と
も
評
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、http://w

w
w

.ys-consulting.com
.tw

/new
s/4137.htm

l

［
平
成
二

七
年
一
月
一
三
日
確
認
］.  

但
し
、
二
〇
一
三
年
時
点
に
お
い
て
も
、
警
察
と
興
信
所
が
提
携
し
、
興
信
所
か
ら
委
託
を
受
け
た
警
察
が
特
定
人
物

の
盗
聴
等
を
行
っ
た
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
、
重
大
な
違
法
が
あ
る
と
最
高
裁
が
判
断
し
て
い
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。http://w

w
w

.
ys-consulting.com

.tw
/new

s/46309.htm
l

［
平
成
二
七
年
一
月
一
三
日
確
認
］.

（
9
）
「『
人
民
秘
密
通
訊
自
由
之
保
障
與
通
訊
監
察
業
務
座
談
會
』
會
議
紀
録
（
九
六
年
八
月
二
四
日
）」
四
頁
な
ど
。
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
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法
制
度
と
の
比
較
の
も
と
、
台
湾
の
通
信
監
視
法
制
に
令
状
主
義
や
監
督
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
導
入
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
も
の
と
し

て
、

正
一
・
前
掲
書
『
偵

法
制
專
題
研
究
』
三
四
五
頁
以
下
な
ど
。

（
10
）
第
七
条
（
国
家
安
全
に
関
わ
る
通
信
監
視
）・
第
三
二
条
（
軍
事
裁
判
機
関
に
関
わ
る
通
信
監
視
）
違
反
に
つ
い
て
も
同
様
に
規
定
さ
れ
た
。
改

正
法
第
七
条
第
四
項
・
第
三
二
条
第
四
項
参
照
。

（
11
）
改
正
法
の
解
説
と
し
て
、
張
麗
卿
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」『
月
旦
法
学
』
二
〇
一
四
年
六
月
号
二
五
頁
以
下
、
林
豐
裕
・
李
欣

倫
・
李
鎮
宇
・
前
掲
「
簡
評
二
〇
一
四
年
通
訊
保
障
及
監
察
法
増
修
條
文
」『
検
察
新
論
』
六
〇
頁
以
下
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
12
）
例
え
ば
、
民
主
進
歩
党
主
席
蘇
貞
昌
に
よ
る
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
の
国
際
記
者
会
見
に
お
い
て
は
、
大
要
、「
数
十
年
に
わ
た
り
、
台
湾

人
は
白
色
テ
ロ
の
時
代
、
軍
や
警
察
の
高
圧
統
治
を
経
験
し
て
来
た
が
、
一
歩
一
歩
、
平
和
的
な
や
り
方
で
、
戒
厳
体
制
を
突
破
し
、
一
党
独
裁

を
打
破
し
、
自
由
、
民
主
、
人
権
の
普
遍
的
な
価
値
を
台
湾
に
根
付
か
せ
て
来
た
。
し
か
し
や
っ
と
手
に
し
た
民
主
の
資
産
が
、
現
在
最
も
厳
重

な
侵
害
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
馬
総
統
と
行
政
部
門
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
よ
り
も
深
刻
な
違
憲
と
違
法
行
為
に
及

ん
で
い
る
。
少
な
く
と
も
、
①
特
捜
部
は
長
期
に
亘
っ
て
不
法
に
国
会
の
電
話
盗
聴
を
し
、
不
法
に
得
た
通
話
記
録
を
開
示
す
る
行
為
に
ま
で
及

ん
だ
、
②
行
政
院
長
は
憲
政
責
任
を
守
ら
ず
、
政
党
の
内
部
闘
争
に
合
わ
せ
て
、
国
会
議
長
を
不
適
任
と
批
判
し
、
議
会
の
独
立
だ
け
で
な
く
、

憲
政
監
督
機
関
に
対
す
る
重
大
な
侮
辱
を
行
っ
た
、
③
総
統
は
自
ら
検
察
総
長
と
会
う
約
束
を
取
り
付
け
、
捜
査
中
の
司
法
ケ
ー
ス
を
話
し
合
っ

た
（
総
統
の
司
法
へ
の
介
入
、
干
渉
で
あ
る
）、
④
総
統
は
不
法
な
盗
聴
記
録
を
用
い
て
、
国
会
議
長
を
辞
任
に
追
い
込
み
、
総
統
の
身
分
で
憲

法
の
監
督
機
関
を
脅
し
た
（
総
統
は
党
と
国
を
一
緒
に
し
、
立
法
権
を
侵
し
、
三
権
分
立
の
精
神
に
違
反
し
た
）、
と
い
っ
た
点
は
確
実
で
あ
る
。

不
法
盗
聴
に
つ
い
て
、
我
々
は
特
捜
部
の
廃
止
を
求
め
る
。
国
会
で
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、
総
統
以
下
、
行
政
院
長
、
検
察
総
長
及
び
関
係
者

が
今
回
の
事
件
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
た
か
、
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
述
べ
ら
れ
た
。http://

dppjapanese.blogspot.jp/2013/09/blog-post_30.htm
l

［
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
確
認
］. 

一
方
、
法
務
部
は
、
最
高
法
院
検
察
署
特
別

捜
査
部
が
、職
権
を
濫
用
し
て
国
会
議
長
や
野
党
の
国
会
代
表
、国
会
の
構
内
交
換
機
の
通
信
を
傍
受
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
な
い
と
表
明
し
た
。

http://taiw
antoday.tw

/ct.asp?xItem
=210941&

ctN
ode=1770

［
平
成
二
七
年
一
月
一
五
日
確
認
］.

（
13
）http://w

w
w

.bbc.co.uk/zhongw
en/trad/china/2013/10/131021_tw

_investgating_m
onitor_unit　

［
平
成
二
七
年
一
月
一
三
日
確

認
］
な
ど
。

（
14
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
二
六
頁
な
ど
。
台
・
米
・
日
比
較
で
、
二
〇
〇
八
─
一
二
年
の
毎
年
平
均
の
検
察
官
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九

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

に
よ
る
通
信
監
視
申
請
数
が
一
五
三
一
二
件
、
二
七
二
〇
・
四
件
、
二
九
・
四
件
、
裁
判
所
が
認
め
た
数
が
一
〇
二
六
一
・
〇
九
件
、
二
七
一
七
・

六
件
、
二
九
件
で
あ
り
、
人
口
比
で
換
算
す
る
と
台
湾
に
お
け
る
通
信
監
視
案
件
数
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
五
〇
・
八
倍
、
我
が
国
の
一
九
二
九
・

八
倍
と
な
っ
て
、
検
察
に
よ
る
申
請
数
が
濫
用
的
で
あ
る
・
通
信
監
視
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
点
、
二

〇
一
三
年
九
月
の
盗
聴
事
件
を
契
機
と
し
て
事
前
監
督
・
実
施
中
の
監
督
・
事
後
の
監
督
救
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
各
々
に
不
備
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

に
至
っ
て
い
た
点
な
ど
が
背
景
事
情
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
何
信
慶
「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」『
司
法
新
聲
』
第
一

一
一
期
二
九
頁
以
下
。
二
〇
〇
七
年
改
正
で
通
信
監
視
の
申
請
件
数
が
減
る
な
ど
事
態
は
一
定
程
度
良
好
と
な
っ
た
が
、
事
後
の
チ
ェ
ッ
ク
や
手

続
的
制
裁
の
不
備
等
が
依
然
存
し
て
い
る
と
い
っ
た
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
た
。
鄧
立
军
・
前
掲
書
『
中
国
港
澳
台
地
区
秘
密
偵

制
度
研
究
』
一

九
四
頁
以
下
、
二
〇
二
頁
以
下
、
二
二
二
頁
以
下
。

（
15
）
憲
法
第
二
三
条
は
、
秘
密
通
信
の
自
由
な
ど
は
、
他
人
の
自
由
の
侵
害
を
防
ぐ
場
合
、
緊
急
の
危
難
を
免
れ
る
場
合
、
社
会
秩
序
維
持
・
公
共

利
益
増
進
の
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
法
律
に
よ
っ
て
制
約
出
来
な
い
旨
定
め
て
い
る
。

（
16
）
一
〇
年
以
上
の
有
期
懲
役
刑
等
々
の
場
合
に
例
外
が
あ
る
。
新
法
第
一
一
条
の
一
第
三
項
。

（
17
）
最
高
法
院
刑
事
判
決
一
○
○
年
度
台
上
字
第
六
七
○
六
號
は
、
別
件
盗
聴
（
他
事
案
盗
聴
）
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
で
あ
り
、
法
執
行
機

関
の
悪
性
は
重
大
で
あ
る
か
ら
、
当
該
盗
聴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
証
拠
は
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
判
示
し
た
。

（
18
）
学
説
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
七
八
─
九
頁
、
何
信
慶
・
前
掲
「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障

及
監
察
法
」
四
七
頁
な
ど
。

（
19
）
実
務
上
、
裁
判
例
は
、
①
別
件
差
押
及
び
善
意
例
外
原
則
に
基
づ
く
も
の
（
別
件
に
つ
い
て
偶
然
に
取
得
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
別
件
に

関
す
る
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
）、
②
権
衡
判
断
に
基
づ
く
も
の
、
③
通
信
監
察
法
第
五
条
に
列
挙
す
る
罪
名
に
該
当
す
る
か
、
乃
至
通
信
監
視
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
本
案
と
関
連
す
る
罪
名
の
場
合
に
証
拠
能
力
を
認
め
る
も
の
に
分
か
れ
て
い
た
と
分
析
す
る
見
解
と
し
て
、
何
信
慶
・
前
掲

「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」
四
七
頁
。

（
20
）
基
本
的
に
は
当
初
の
通
信
監
視
が
適
法
か
を
判
断
し
、
適
法
な
場
合
、
当
該
通
信
監
視
の
過
程
で
捕
捉
さ
れ
た
他
事
案
（
別
件
）
に
つ
い
て
関

連
性
・
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
て
適
法
か
否
か
を
判
断
す
る
と
い
う
二
段
階
の
審
査
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
呉
燦
・
前
掲
「
新
修
正

通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
之
適
用
」
三
〇
頁
な
ど
。

（
21
）
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
八
〇
頁
な
ど
。
通
説
乃
至
実
務
上
の
見
解
を
採
用
す
る
学
者
が
審
査
会
に
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、



七
〇

審
査
後
の
第
一
八
条
の
一
第
一
項
は
別
件
証
拠
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
絶
対
排
除
と
い
う
文
言
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
法
務
部
の
見
解
も

容
れ
て
、
新
法
第
一
八
条
の
一
第
一
項
但
書
が
加
え
ら
れ
て
、
証
拠
の
絶
対
排
除
が
緩
和
さ
れ
た
と
い
う
。
何
信
慶
・
前
掲
「
従
立
法
審
議
過
程

談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」
四
七
─
八
頁
。
将
来
的
に
は
兎
も
角
、
台
湾
の
現
状
で
は
犯
罪
や
重
大
な
違
法
行
為
取
締
の
た
め
の
証
拠
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
通
信
監
視
中
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
証
拠
を
認
め
な
い
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
採
り
得
な
い
と
述
べ
る
見
解
と
し
て
、
陳
清
秀

「『
通
訊
保
障
及
監
察
法
部
分
條
文
修
正
草
案
』」『
憲
政
』
第
一
〇
二
巻
第
六
号
。

（
22
）
鈴
木
一
義
「
台
湾
に
お
け
る
囮
捜
査
」『
法
学
新
報
』
第
一
一
八
巻
第
九
・
一
〇
号
（
平
成
二
四
年
）
四
参
照
。
刑
事
訴
訟
法
第
一
五
八
条
の
四

に
よ
っ
て
は
報
告
し
な
い
こ
と
が
直
ち
に
絶
対
排
除
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
呉
燦
「
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
之
適
用
」

『
検
察
新
論
』
第
一
六
期
（
二
〇
一
四
年
）
二
九
頁
な
ど
。

（
23
）
重
大
な
情
状
・
事
情
と
い
う
語
を
削
除
し
た
点
、
ま
た
、
派
生
証
拠
を
排
除
し
、
公
判
の
み
な
ら
ず
捜
査
段
階
に
お
い
て
も
証
拠
が
使
用
出
来

な
い
点
に
鑑
み
る
と
、
改
正
法
は
誰
を
保
護
し
て
い
る
の
か
、
被
害
者
な
ど
は
保
護
さ
れ
な
い
の
か
と
論
ず
る
見
解
と
し
て
、
呉
巡
龍
「
監
聴
偶

然
獲
得
另
案
證
拠
之
證
拠
能
力
」『
検
察
新
論
』
第
一
六
期
（
二
〇
一
四
年
）
三
九
頁
な
ど
。

（
24
）
絶
対
的
な
証
拠
排
除
を
説
く
見
解
と
し
て
、
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
七
六
頁
な
ど
。

（
25
）
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
六
三
頁
以
下
。

（
26
）
前
掲
「『
人
民
秘
密
通
訊
自
由
之
保
障
與
通
訊
監
察
業
務
座
談
會
』
會
議
紀
録
（
九
六
年
八
月
二
四
日
）」
一
二
頁
［
王
兆
鵬
］
な
ど
。

（
27
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
三
四
頁
。

（
28
）
王
兆
鵬
・
張
明
偉
・
李
榮
耕
『
刑
事
訴
訟
法
（
上
）』（
二
版　

二
〇
一
三
年　

承
法
数
位
文
化
有
限
公
司
）
二
九
〇
─
一
頁
な
ど
。

（
29
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
三
六
頁
。

（
30
）
二
〇
一
三
年
九
月
の
国
会
盗
聴
事
件
で
の
個
別
事
案
中
、
最
も
長
い
通
信
監
視
期
間
が
一
年
六
箇
月
に
及
ん
で
い
た
た
め
、
本
改
正
が
な
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。
何
信
慶
・
前
掲
「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」
三
七
頁
な
ど
。

（
31
）
適
法
な
監
視
中
に
監
視
目
的
と
は
無
関
係
の
他
事
案
の
証
拠
を
取
得
す
る
こ
と
、
及
び
違
法
な
監
視
で
派
生
証
拠
を
取
得
す
る
こ
と
等
が
考
え

ら
れ
る
。

（
32
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
三
七
頁
以
下
、
四
五
頁
な
ど
。
他
に
、
新
法
が
、
国
民
の
通
信
秘
密
の
自
由
の
保
障
、

通
信
監
視
に
対
す
る
外
的
監
督
強
化
に
傾
く
反
面
、
司
法
資
源
・
行
政
資
源
を
費
や
し
、
捜
査
機
関
に
対
す
る
負
担
を
加
重
す
る
な
ど
実
務
へ
の



七
一

台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

配
慮
に
欠
け
る
面
が
あ
る
た
め
、
社
会
秩
序
維
持
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
評
価
す
る
見
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
林
豐
裕
・

李
欣
倫
・
李
鎮
宇
・
前
掲
「
簡
評
二
〇
一
四
年
通
訊
保
障
及
監
察
法
増
修
條
文
」
六
三
頁
、
七
一
頁
。

（
33
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
四
〇
頁
以
下
参
照
。
そ
の
他
、
通
信
監
視
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
本
件
と
別
件
の
区

分
が
ク
リ
ア
で
な
い
点
な
ど
に
つ
い
て
、
何
信
慶
・
前
掲
「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」
四
八
頁
。

（
34
）http://w

w
w

.m
oj.gov.tw

/public/A
ttachm

ent/4101714222748.pdf

［
平
成
二
六
年
一
〇
月
二
四
日
確
認
］.

一
〇
月
草
案
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
委
ね
た
い
。

（
35
）
ま
た
、
新
法
第
二
七
条
第
三
項
に
つ
い
て
、「
公
務
員
ま
た
は
元
公
務
員
が
、
他
人
の
適
法
な
権
益
を
損
害
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
場
合
」
と
い

う
要
件
を
付
加
す
べ
き
と
説
く
見
解
と
し
て
、
林
豐
裕
・
李
欣
倫
・
李
鎮
宇
・
前
掲
「
簡
評
二
〇
一
四
年
通
訊
保
障
及
監
察
法
増
修
條
文
」
七
一
頁
。

（
36
）
楊
雲
驊
「
失
衡
的
天
平
─
評
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
」『
検
察
新
論
』
第
一
六
期
（
二
〇
一
四
年
）
七
頁
以
下
。

（
37
）
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
、
七
日
以
内
の
裁
判
所
へ
の
報
告
と
い
う
箇
所
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
偶
然
発
見
さ
れ
た
派
生
証
拠
は
、

も
と
の
監
視
対
象
事
案
と
関
係
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
悪
意
で
取
得
さ
れ
た
と
い
う
事
情
で
な
い
場
合
に
は
、
適
法
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来

る
と
す
べ
き
と
論
ず
る
見
解
と
し
て
、
林
豐
裕
・
李
欣
倫
・
李
鎮
宇
・
前
掲
「
簡
評
二
〇
一
四
年
通
訊
保
障
及
監
察
法
増
修
條
文
」
七
一
頁
。

（
38
）
鈴
木
一
義
「
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
の
台
頭
（
三
・
完
）」『
法
学
新
報
』
第
一
二
一
巻
五
・
六
号
（
平
成
二
六

年
）
一
五
〇
頁
。

（
39
）
鈴
木
一
義
「
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
の
台
頭
（
二
）」『
法
学
新
報
』
第
一
二
〇
巻
五
・
六
号
（
平
成
二
五
年
）

二
〇
四
─
五
頁
。

（
40
）
何
信
慶
・
前
掲
「
従
立
法
審
議
過
程
談
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
」
三
五
頁
。

（
41
）
楊
雲
驊
・
前
掲
「
失
衡
的
天
平
─
評
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
」
一
七
頁
以
下
。

（
42
）John D

. LaD
ue, “Electronic Surveillance and Conversations in Plain V

iew
: A

dm
itting Intercepted Com

m
unications Relating 

to Crim
es N

ot Specified in the Surveillance O
rder” 65N

otre D
am

e L.Rev. 490, 519

─（1990

）, 525

─［LaD
ue 

自
身
は
、
①
無
制
約

説
が
ロ
ジ
カ
ル
と
す
る
。Id., at532.

］.  

呉
巡
龍
・
前
掲
「
監
聴
偶
然
獲
得
另
案
證
拠
之
證
拠
能
力
」
三
三
頁
以
下
な
ど
。

（
43
）18 U

.S.C.§
2517

（5

）.  

猶
、
総
合
的
犯
罪
防
止
及
び
街
路
の
安
全
に
関
す
る
法
律
に
違
反
し
て
傍
受
さ
れ
た
通
信
・
口
頭
の
会
話
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
・
派
生
す
る
証
拠
は
、
公
判
・
審
理
そ
の
他
の
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
、
大
陪
審
等
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
出
来



七
二

な
い
。18 U

.S.C.§
2515.

（
44
）Coolidge v. N

ew
 H

am
pshire, 403 U

.S. 443

（1971

）. 

無
令
状
押
収
の
要
件
と
し
て
、
①
対
象
物
を
発
見
し
た
捜
査
官
の
当
該
場
所
で
の
立

入
・
所
在
が
適
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
現
認
さ
れ
た
対
象
物
が
何
等
か
の
犯
罪
の
証
拠
物
で
あ
る
こ
と
が
、
捜
査
官
に
と
っ
て
一
見
明
白
で
あ
る

こ
と
、
③
証
拠
物
の
発
見
が
捜
査
官
に
と
っ
て
偶
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。
但
し
、
そ
の
後
、
③
の
偶
然
性
の
要
件
が
廃
棄
さ
れ
て
い

る
。H

orton v. California,110S. Ct. 2301

（1990

）.  

酒
巻
匡
「
い
わ
ゆ
る
『
緊
急
差
押
』
に
つ
い
て
」『
内
藤
謙
先
生
古
稀
祝
賀　

刑
事
法
学

の
現
代
的
状
況
』（
平
成
六
年　

有
斐
閣
）
四
三
六
頁
以
下
、
林
正
人
「
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
法
理
（
二
）・
完
」『
法
学
論
叢
』
第
一
四
五
巻
第
一

号
（
平
成
一
一
年
）
二
九
頁
以
下
、
三
六
─
七
頁
、
檀
上
弘
文
「
緊
急
捜
索
・
押
収
の
再
検
討
に
関
す
る
一
考
察
」『
立
石
二
六
先
生
古
稀
祝
賀
論

文
集
』（
平
成
二
二
年　

成
文
堂
）
七
六
六
頁
以
下
、
七
六
九
頁
な
ど
。

（
45
）John D

. LaD
ue, “Electronic Surveillance and Conversations in Plain V

iew
: A

dm
itting Intercepted Com

m
unications Relating 

to Crim
es N

ot Specified in the Surveillance O
rder”, supra at519

─.

（
46
）
井
上
正
仁
『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』（
平
成
九
年　

有
斐
閣
）
一
八
八
頁
以
下
、『
強
制
捜
査
と
任
意
捜
査
（
新
版
）』（
平

成
二
六
年　

有
斐
閣
）
一
六
五
頁
以
下
、
七
五
─
六
頁
。
但
し
、
他
の
犯
罪
に
関
連
す
る
通
信
・
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
は
、
明
白
性
は
あ
り
、

保
全
す
る
緊
急
の
必
要
性
は
極
め
て
高
く
、
し
か
も
、
当
の
通
信
・
会
話
の
捕
捉
を
求
め
て
そ
れ
に
該
当
す
る
蓋
然
性
の
あ
る
通
信
や
会
話
を
新

た
に
傍
受
し
て
行
く
と
い
う
作
用
を
必
要
と
す
る
訳
で
は
な
く
、
専
ら
当
の
通
信
・
会
話
を
傍
受
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で

捜
索
を
伴
わ
な
い
押
収
に
等
し
い
と
言
え
る
の
で
、
令
状
主
義
の
例
外
を
認
め
得
る
場
合
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
捉
え
る
。
同
『
捜
査
手
段

と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』
一
九
七
頁
以
下
、『
強
制
捜
査
と
任
意
捜
査
（
新
版
）』
一
六
七
頁
。

こ
れ
に
対
し
て
、
通
信
傍
受
法
は
プ
レ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ー
原
則
を
採
用
し
た
と
認
識
す
る
（
論
者
自
身
が
そ
れ
に
賛
成
す
る
訳
で
は
な
い
）
見
解

と
し
て
、
平
良
木
登
規
男
『
国
民
の
司
法
参
加
と
刑
事
法
学
』（
平
成
二
六
年　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
四
三
九
頁
、
同
『
捜
査
法　

第
二
版
』

（
平
成
一
二
年　

成
文
堂
）
二
八
五
頁
な
ど
。

（
47
）
楊
雲
驊
・
前
掲
「
失
衡
的
天
平
─
評
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
」
二
〇
頁
以
下
、
二
二
頁
。

（
48
）
呉
燦
・
前
掲
「
新
修
正
通
訊
保
障
及
監
察
法
第
一
八
條
之
一
之
適
用
」
三
一
─
二
頁
な
ど
。

（
49
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』（
平
成
一
三
年　

法
曹
会
）
四
三
七
─
八
頁
。

（
50
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
四
三
六
─
七
頁
、
四
四
二
頁
。
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台
湾
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
動
向
（
鈴
木
）

（
51
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
四
七
四
頁
、
四
七
九
頁
。

（
52
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
四
七
二
─
三
頁
、
四
七
八
頁
。

（
53
）
張
麗
卿
・
前
掲
「
通
訊
保
障
及
監
察
法
之
修
正
與
評
析
」
四
五
頁
。

（
54
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
〇
一
─
二
頁
。

（
55
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
二
四
─
五
頁
。

（
56
）
井
上
正
仁
・
前
掲
書
『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』
二
〇
一
─
五
頁
参
照
。

（
57
）
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
台
湾
の
通
信
監
察
法
第
六
条
は
、
無
令
状
の
緊
急
通
信
監
視
を
一
定
の
場
合
に
認
め
て
い
る
か
ら
、
要
件
の
認
定
が
誤
っ

て
い
た
場
合
に
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
よ
り
広
範
且
つ
回
復
し
難
い
形
で
侵
害
す
る
結
果
と
な
り
得
る
緊
急
捜
索
は
認
め
難
い
と
す
る
、

我
が
国
に
お
け
る
上
記
有
力
説
（
井
上
正
仁
・
前
掲
書
『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』
一
九
八
頁
参
照
）
と
同
一
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。

（
58
）
中
華
民
国
憲
法
第
八
条
第
一
項
は
「
人
民
の
身
体
の
自
由
は
、
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
行
犯
の
逮
捕
に
つ
い
て
法
律
に
別
段
の
定
め
が

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
司
法
又
は
警
察
機
関
が
法
定
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
逮
捕
拘
禁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
院
の
法
定
手
続
に
よ
ら

な
け
れ
ば
、 

審
問
、
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
定
手
続
に
よ
ら
な
い
逮
捕
、
拘
禁
、
審
問
、 

処
罰
に
対
し
て
は
、
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
定
め
る
（
訳
は
、
台
北
中
日
経
済
文
化
代
表
処
に
拠
る
。http://w

w
w

.roc-taiw
an.org/JP/ct.asp?xItem

=18199&
ctN

ode=3259
&

m
p=202　

［
平
成
二
七
年
一
月
一
四
日
確
認
］）。

（
59
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
二
二
─
三
頁
。

（
60
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
三
七
頁
。
通
信
傍
受
法
第
二
五
条
が
、

傍
受
の
原
記
録
中
相
当
部
分
に
つ
い
て
の
聴
取
・
閲
覧
等
を
通
信
の
当
事
者
等
に
認
め
て
い
る
の
も
、
通
知
を
受
け
た
通
信
・
会
話
の
当
事
者
が
、

自
己
の
権
利
が
違
法
に
侵
害
さ
れ
る
等
、
不
服
申
立
を
行
う
理
由
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
傍
受
さ
れ
た
通
信
の
記
録
等
の
内
容
を
点

検
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
に
拠
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。井
上
正
仁
・
前
掲
書『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』

二
二
七
頁
、
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
四
五
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
61
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
五
六
九
頁
。

（
62
）
酒
巻
匡
・
前
掲
「
い
わ
ゆ
る
『
緊
急
差
押
』
に
つ
い
て
」
四
五
〇
頁
以
下
参
照
。
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（
63
）
清
水
真
「
別
罪
証
拠
の
捜
索
・
押
収
」『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
第
二
二
号
（
平
成
五
年
）
八
一
頁
─
、
八
五
頁
、
檀
上
弘
文
・
前
掲
「
緊

急
捜
索
・
押
収
の
再
検
討
に
関
す
る
一
考
察
」
七
八
〇
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
64
）
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
の
結
果
【
案
】。
法
制
審
議
会
特
別
部
会　

第
三
〇
回
会
議
（
平
成
二
六
年
七
月
九
日
）

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
取
り
纏
め
に
向
け
た
審
議
が
行
わ
れ
、「
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
の
調
査

審
議
の
結
果
【
案
】」
を
も
っ
て
、
諮
問
第
九
二
号
に
対
す
る
部
会
と
し
て
の
意
見
と
し
、
こ
れ
を
法
制
審
議
会
（
総
会
）
に
報
告
す
る
こ
と
が
全

会
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。http://w

w
w

.m
oj.go.jp/keiji1/keiji14_00102.htm

l

［
平
成
二
六
年
一
〇
月
二
三
日
確
認
］.   

そ
し
て
、
同
年
九
月
、

法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
全
会
一
致
に
よ
っ
て
了
承
さ
れ
、
法
務
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
追
記
〕　

そ
の
後
、
平
成
二
七
年
三
月
一
三
日
、「
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
」
が
第
一
八
九
回
国
会
に
提
出
さ

れ
た
。

（
65
）
陳
運
財
・
前
掲
書
『
偵
査
與
人
権
』
三
六
五
頁
な
ど
参
照
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
（
第
一
章
第
一
節
）、
一
九
九
九
年
通
信
保
障
及
び
監
察
法
制

定
以
前
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
盗
聴
活
動
が
相
当
程
度
濫
用
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
通
信
保
障
及
び
監
察
法
に
よ
っ
て
か
か
る
情
況
が
抑
制
さ

れ
た
と
も
評
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
我
が
国
と
は
盗
聴
・
通
信
傍
受
を
活
用
す
る
背
景
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

（
66
）
海
渡
雄
一
・
前
掲
「
盗
聴
法
（
通
信
傍
受
法
）
の
立
法
過
程
の
批
判
的
検
討
と
そ
の
拡
大
を
く
い
と
め
る
た
め
の
課
題
」
一
四
八
頁
、
川
崎
英

明
「【
特
別
部
会
の
論
点
と
議
論
】
通
信
・
会
話
の
傍
受
（
盗
聴
）」
川
崎
英
明
・
三
島
聡
編
著
『
刑
事
司
法
改
革
と
は
何
か
』（
平
成
二
六
年　

現

代
人
文
社
）
九
三
─
四
頁
な
ど
。

（
67
）
三
浦
守
・
松
並
孝
二
・
八
澤
健
三
郎
・
加
藤
俊
治
・
前
掲
書
『
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
』
四
四
七
─
八
頁
。

（
68
）
座
談
会
「『
新
た
な
刑
事
司
法
制
度
』
の
構
築
に
向
け
て
─
法
制
審
議
会
答
申
の
検
討
」『
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト　

二
〇
一
五
年
冬
号
』
二
六
頁
［
露

木
康
浩
］、
坂
口
拓
也
「
通
信
傍
受
の
合
理
化
・
効
率
化
」『
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
三
号
（
平
成
二
七
年
）
三
一
─
二
頁
な
ど
参
照
。

（
69
）
現
時
点
に
お
け
る
通
信
傍
受
に
対
す
る
需
要
に
つ
い
て
の
認
識
、
現
時
点
の
み
な
ら
ず
将
来
に
お
け
る
需
要
を
も
考
慮
す
る
か
否
か
と
い
う
立

法
に
臨
む
姿
勢
に
つ
い
て
、
立
法
事
実
に
関
す
る
立
ち
入
っ
た
議
論
が
望
ま
れ
た
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
笹
倉
宏
紀
「
通
信
・
会
話
傍
受
」『
法

律
時
報
』
第
八
六
巻
第
一
〇
号
（
平
成
二
六
年
）
三
二
頁
な
ど
。

（
70
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
・
前
掲
「
台
湾
に
お
け
る
囮
捜
査
」
一
四
三
頁
な
ど
参
照
。

（
日
本
比
較
法
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）


